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自然劇場

祝　ご入学

　４月６日、 木島平小学校で入学式が

行われました。

　少し緊張した様子で６年生と入場し

てきた新入生たちの胸元には、 和紙

のコサージュが飾られ、 厳かな入学

式に花を添えました。
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令
和
２
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
は
総
額
36
億
５
１
０
０
万

円
で
す
。
令
和
元
年
度
当
初
予
算
と
比
較
す
る
と
金
額
に
し
て

3
億
１
７
０
０
万
円
、
率
に
し
て
８
％
の
減
と
な
り
ま
す
。

　

予
算
策
定
の
基
本
方
針
と
し
て
は「
第
６
次
総
合
振
興
計
画
」

の
「
後
期
基
本
計
画
」
の
各
施
策
の
目
標
達
成
に
向
け
た
内
容

と
し
て
い
ま
す
。

　

歳
入
の
う
ち
、
村
税
は

前
年
度
比
83
万
円
増
の

３
億
９
８
９
９
万
円
を
、
歳

入
全
体
の
半
分
を
占
め
て
い

る
地
方
交
付
税
に
つ
い
て

は
前
年
度
比
２
・
６
％
減
の

16
億
４
５
８
０
万
円
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。
役
場
周
辺
整
備
や

村
道
改
良
工
事
な
ど
へ
の
財
源

と
し
て
借
入
れ
る
村
債
は
、
前

年
度
比
２
億
６
９
３
０
万
減
の

４
億
５
０
８
０
万
円
を
計
上
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
不
足
す
る

財
源
を
補
う
た
め
の
基
金
（
村

の
貯
金
）
の
取
り
崩
し
に
つ
い

て
は
、
前
年
度
比
１
２
６
８
万

円
減
の
４
億
８
５
８
９
万
円
を

計
上
し
て
い
ま
す
。
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算
概
要

令
和
２
年
度

歳
　
入

用語解説 / 歳入
○村　　　税：村民税、固定資産税など、皆さまにお納めいただく税金
○地方交付税：地方公共団体が一定水準の行政サービスを提供できるよう国が交付するもの
○国県補助金：各種事業に対する国や県からの補助金など
○村　　　債：村が借り入れる借金
○自       主       財     源：村が自ら調達できる財源（村税、手数料、使用料、寄付金等）
○依　  存 　   財       源：国、県に依存するかたちで調達する財源（地方交付税、国県補助金等）

一般会計歳入　36 億 5,100 万円

村税（10.9％）
3億9,899 万円

負担金等（0.1％）
433 万円

繰入金（13.3％）
4億              8,605 万円

繰越金（0.8％）
3,000 万円

諸収入（6％）
1億9,288万円

地方交付税（45.1％）
16 億4,580 万円

譲与税・交付金（4.3％）
１億5,866 万円

国県補助金（9.8％）
３億5,850万円

村債（12.3％）
4億5,080 万円

総務費（13.9％）
5億0,651 万円

民生費（24.9％）
9億 999 万円

36億5,100万円

衛生費（4.2％）
1億 5,360 万円

農林水産業費（9.3％）
3億 4,087万円

商工費（5.8％）
2億1,270 万円

土木費（17.2％）
6億2,641万円

消防費（4.4％）
1億6,079 万円

教育費（7.8％）
2億8,580 万円

公債費（10.4％）
3億8,101 万円

予備費（0.1％）
200万円
議会費（1.5％）
5,507万円

諸収入等（2.4％）
8,787 万円

自主財源
（28.4％）
10億3,724万円

依存財源（71.6％）
26億1,376 万円

36億5,100万円
寄付金（0.8％）
3,000 万円

災害復旧費（0.4％）
1,625 万円
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特別会計予算
会　計　名 予　算　額 前年度比

情 報 通 信 特 別 会 計 　　　6,618 万円 12.1％

学 校 給 食 特 別 会 計 　　　2,040 万円 △ 2.0％

奨 学 資 金 貸 付 事 業 会 計 　　　  735 万円 △ 13.2％

後期高齢者医療特別会計 　　　6,406 万円 12.9％

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 　5 億 5,921 万円 1.1％

介 護 保 険 特 別 会 計 　6 億 3,131 万円 9.3％

観 光 施 設 特 別 会 計 　　　5,190 万円 36.7％

下 水 道 特 別 会 計 　3 億 9,794 万円 6.0％

農 業 集 落 排 水 特 別 会 計 　　　2,061 万円 3.9％

高 社 簡 易 水 道 特 別 会 計 　　　1,291 万円 △ 23.2％

水 道 事 業 会 計 　1 億 5,560 万円 △ 13.9％

一般会計歳出　36 億 5,100 万円

村税（10.9％）
3億9,899 万円

負担金等（0.1％）
433 万円

繰入金（13.3％）
4億              8,605 万円

繰越金（0.8％）
3,000 万円

諸収入（6％）
1億9,288万円

地方交付税（45.1％）
16 億4,580 万円

譲与税・交付金（4.3％）
１億5,866 万円

国県補助金（9.8％）
３億5,850万円

村債（12.3％）
4億5,080 万円

総務費（13.9％）
5億0,651 万円

民生費（24.9％）
9億 999 万円

36億5,100万円

衛生費（4.2％）
1億 5,360 万円

農林水産業費（9.3％）
3億 4,087万円

商工費（5.8％）
2億1,270 万円

土木費（17.2％）
6億2,641万円

消防費（4.4％）
1億6,079 万円

教育費（7.8％）
2億8,580 万円

公債費（10.4％）
3億8,101 万円

予備費（0.1％）
200万円
議会費（1.5％）
5,507万円

諸収入等（2.4％）
8,787 万円

自主財源
（28.4％）
10億3,724万円

依存財源（71.6％）
26億1,376 万円

36億5,100万円
寄付金（0.8％）
3,000 万円

災害復旧費（0.4％）
1,625 万円

　

歳
出
で
は
、
役
場
新
庁
舎

の
建
設
が
完
了
し
た
こ
と
に

伴
い
、
普
通
建
設
事
業
費
が

４
億
５
７
０
１
万
円
減
の
３
億

５
１
８
０
万
円
を
計
上
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
義
務
的
経
費
と
さ

れ
る
「
人
件
費
・
扶
助
費
・
公

債
費
」
に
つ
い
て
は
前
年
比

１
億
２
２
３
８
万
円
増
の

13
億
８
２
６
４
万
円
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

歳
　
出

用語解説 / 歳出
▼総務費
　村の事務、庁舎管理、村民活動の
　推進に要する経費
▼民生費
　児童・高齢者・障がい者福祉、生活
　保護、福祉医療などに要する経費
▼衛生費
　各種健診、予防接種、環境保全、ご
　み処理などに要する経費
▼農林水産業費
　農業、林業、水産業の振興などに
　要する経費
▼商工費
　商・工・観光業の振興などに要する
　経費
▼土木費
　道路や河川、除雪などに要する費用
▼消防費
　火災予防や災害対策などに要する経費
▼教育費
　学校教育や生涯学習に要する経費
▼災害復旧費
　台風などの災害で被災した施設な
　どの復旧に要する経費
▼公債費
　村債含む地方債を返済する元利償
　還金などの経費

2020.4
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基本目標１　未来と安心を育てる

基本目標２　産業と仕事をつくる

①子育てと教育の村づくり

　◉健やか子育て支援の村づくりの推進
　　☆保育所遊戯室エアコン設置（360 万円）
　　☆婚活支援　結婚祝い金（50 万円）、
　　　　　　　　結婚新生活支援（90 万円）　　
　　○妊婦健診・乳幼児検診など母子保健事業（608 万円）
　◉木島平型教育の推進
　　○保・小・中連携一貫教育推進費（482 万円）
　　○コミュニティスクール推進事業（122 万円）
②暮らしやすさが実感できる村づくり

　◉インフラ整備と交通確保の推進
　　☆橋りょう修繕工事（940 万円）
　　○デマンド交通の運行及び高齢者等のデマンド
　　　バス利用助成（887 万円）
　　○飯山駅から村へのシャトル便の運行（867 万円）

　◉安心安全な村づくりの推進
　　☆災害用備品購入（89 万円）
　　□消防団積載車両、小型ポンプの更新（805 万円）
③誰もが健康で仲良く暮らせる村づくり

　◉いきいきライフの推進
　　☆運転免許自主返納者へデマンドバス利用助成
　　　券を交付（13 万円）
　　○飯山地域シルバー人材センター運営補助（205 万円）
　　○老人クラブ活動事業補助（37 万円）
　◉健康長寿の村づくりの推進
　　☆健康ポイント事業（12 万円）
　　○健康管理検診の実施（169 万円）
　◉地域医療の確保
　　○飯山赤十字病院の運営補助など地域医療体制
　　　の確立（831 万円）

④農と観光を機軸とした交流の村づくり

　◉情報通信を活用した快適な生活
　　○ふう太ネット運営事業（1,481 万円）
　　○災害対策システム維持費（276 万円）
　◉農村環境を活用した産業の創出
　　○農の拠点施設推進事業（1,889 万円）
　　○観光振興局運営補助金（600 万円）
　◉滞在型観光の推進
　　□外国語パンフレット印刷等誘客宣伝活動費
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（554 万円）
　　○村観光振興局による事業展開の推進（600 万円）
　　○調布市及び友好交流都市交流事業（205 万円）
　◉商工業の振興と新しい産業の創出
　　○商工会補助金（280 万円）
　　○創業支援補助金（100 万円）
　◉第３セクターの経営改善
　　☆やまびこの丘公園レストハウスエアコン更新
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（831 万円）
　　☆馬曲温泉食堂エアコン設置（263 万円）

　◉移住定住の促進
　　☆旧北部小学校宅地造成事業（2,156 万円）
　　○住宅リフォーム補助金（303 万円）
　　○移住希望者向けのセミナー等の開催等移住定
　　　住対策経費（55 万円）
⑤農村の環境を活かした村づくり

　◉木島平ブランドの確立
　　☆プレミアム米構築のため穀粒判別機の購入（99万円）
　　□食味・味度計保守管理（40 万円）
　　○姉妹都市アンテナショップ運営事業（561 万円）
　◉農業の振興
　　○有機センターの管理運営費（2,694 万円）
　　○集落支援員により、遊休荒廃地対策のそば振興
　　　拡大に向けた取組（569 万円）
　◉林業の振興
　　☆森林環境譲与税を活用した森林台帳管理システ
　　　ムの導入（109 万円）
　　○住宅新築・増築補助（440 万円）

令和２年度
主要事業木島平村第６次総合振興計画で掲げる将来像

「これからの農村を生きる　
　―みんなで楽しみをつくりだす村―」の実現を目指して

★：新規事業　　■：拡充事業　　●：継続事業
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基本目標３　自然と文化をまもる

⑥人と地球にやさしい村づくり

　◉環境にやさしい未利用資源の利用促進
　　☆カヤの平高原太陽光発電事業（60 万円）
　　□小水力発電推進事業（2,044 万円）
　◉農村の原風景と環境保全の推進
　　○景観形成の推進（5 万円）
　◉ごみの減量化とリサイクルの推進
　　○プラスティック製容器包装、ガラスびん処理負担金
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（66 万円）
　　○ごみ減量化の推進（29 万円）
　　○不法投棄防止活動（11 万円）
⑦文化が薫るいきいきとした村づくり

　◉暮らしに基づく文化活動の拡大と振興
　　○中町展示館管理運営事業（190 万円）
　　○芸術文化協会の活性化（6 万円）

　◉文化財の保存と活用の推進
　　□重要文化財等保存・活用事業（380 万円）
　　○コミュニティ助成事業 （400 万円）
　　○文化財保護事業（133 万円）
　　○文化財啓発事業（99 万円）

　　☆社会福祉協議会デイサービス建設補助（1 億円）
　　○除雪対策費（1 億 1,767 万円）
　　○北信広域連合老人ホーム建設分担金（7,771 万円）

基本目標４　人と地域をつなげる

⑧活力いっぱいの集落 ・ 村づくり

　◉集落機能の維持と強化の推進
　　☆中島区　地区集会所建設費補助（1,830 万円）
　　☆栄町区　地区集会所耐震改修（599 万円）
　　○協働のむらづくり支援金事業（150 万円）
　◉人権が尊重される村づくりの推進
　　○人権教育などの推進（486 万円）　
　◉村民と協働による村づくり
　　○職員研修の実施（59 万円）

⑨ふれあいと交流ができる村づくり

　◉生涯学習の推進
　　○村民祭の実施（149 万円）
　　○年間を通じた生涯学習事業の実施（74 万円）
　　○村民運動会の実施（15 万円）
　　○村民スポーツフェスティバルの実施（11 万円）
　◉公共施設適正管理の推進
　　□旧庁舎解体、防災備蓄倉庫建設など役場周辺整
　　　備事業（1 億 16 万円）
　　○中学校個別施設計画の策定（330 万円）
⑩若者のアイデアを生かした村づくりの推進

　□早稲田大学生による村の活性化に向けた取組（138万円）
　□下高井農林高校との連携事業（50 万円）
　○東京農大との連携事業（21 万円）

その他

★：新規事業　　■：拡充事業　　●：継続事業



村の補助事業制度のご案内

活ご用ください

補助金名称 制度概要 補助制度の内容 担当係

協働のむらづくり
支援金事業

住民等が行う自主的、継続
的な活動を支援

公共的団体等が地域の活力を生み出す発展性
及び継続性のある事業を支援

（令和２年度の募集は終了しました）
＊ソフト：10/10 以内（上限 20 万円）
＊ハード：2/3 以内（上限 40 万円）

政策情報係
内線 113

財団法人自治総合
センター等の
助成事業

区のコミュニティ活動（獅
子舞等）や自主防災組織に
必要な資機材（祭具一式、
ヘルメット一揃

そろ

え等）を備
える費用の一部を補助

区の行事活動に必要な施設整備等に対する補助
＊補助額 100 万円～ 250 万円
自主防災組織が行う防災活動に必要な施設整
備等に対する補助
＊補助額 30 万円～ 200 万円

姉妹都市宿泊施設
利用費助成金

調布市への宿泊費用の一部
を助成

村内に在住、在勤、在学または村内の団体等
に所属する者が調布市を訪問し、市内宿泊施
設で宿泊した場合に助成

（1 回につき２泊まで、年度中３回を限度）
＊助成金額
　①調布市民、団体等との交流を目的とする　
　宿泊：１泊につき、３,000 円 / 人
　②①以外の宿泊：１泊につき、2,000 円 / 人

生ごみ堆肥化機器
購入費補助金

家庭から出る生ごみの堆肥
化機器購入費を補助

堆肥化機器購入費の一部を補助
（次のいずれも上限２万円）

＊生ごみ処理機　購入費の 1/2
＊生ごみ処理容器　購入費の 2/3
  （生ごみ処理容器：コンポスト容器、密閉容器）

生活環境係
内線 121

廃棄物集積施設
整備事業補助金

区がごみステーションを設
置及び更新する経費を補助

区が整備するごみステーションの設置及び更
新に要する経費の一部を補助
＊補助額　上限 10 万円

スポーツ指導資格取
得助成金

スポーツ指導者の養成及び
資質の向上を図るため、各
種公認資格取得に要する経
費を助成

村内でスポーツ活動を実施しているスポーツ
クラブ、スポーツ教室等の指導者を対象に、
日本スポーツ協会等の公認資格を取得するた
めに要する経費を助成
＊助成金額　対象経費の 1/2 以内

生涯学習係
0269

（82）
2041

スポーツ選手強化補
助金

スポーツ分野において全国
的または国際的に活躍する
選手に対する補助

予選会を経て全国大会または国際大会に出場する
選手等が負担する経費の一部を定額で補助
＊補助金額　年間上限 30 万円

結婚祝金 新たに結婚し、村に定住す
る意思のある夫婦に対し、
結婚祝金を交付

平成 31 年 4 月 1 日以降に結婚した 40 歳以下
の夫婦で、１年間村に居住し、さらに将来に
わたり村に定住する意思のある夫婦に祝金 10
万円を交付

健康福祉係
内線 124

結婚新生活支援事業 新たに結婚し、新生活を始め
る夫婦に対し、引越費用や住
宅取得、賃料などを補助

令和２年 1 月 1 日～令和３年２月 28 日に結
婚した 34 歳以下の夫婦へ、引越費用、住宅
取得費用、住宅の賃料に対して補助
＊上限 30 万円（所得制限あり）

婚活イベント参加支
援補助金

県内で開催される婚活イベ
ント参加費用の一部を助成

（村主催のイベントを除く）

25 歳以上の独身者に補助
＊参加費の 1/2（上限 3,000 円、2 回まで）

　村が実施する補助事業制度をご案内します。本年度から始まる事業や、補助額が増えている事業もあ
りますので、積極的にご活用ください。

6
詳しくは役場☎ 0269-82-3111 の各担当の内線番号へお問合せください。　（※生涯学習係は農村交流館☎ 0269-82-2041 へお問合せください。）
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補助金名称 制度概要 補助制度の内容 担当係
高齢者（障がい者）
にやさしい住宅改修
事業補助金

高齢者で介護認定を受けた
人及び障がい者が生活する
住宅改修費の一部を補助

＊事業費の 9/10 以内（上限 70 万円）

健康福祉係
内線 124

弱者世帯トイレ
水洗化補助金

70 歳以上の世帯、障がい
者世帯のトイレ水洗化工事
費の一部を補助

＊工事費の 1/2（上限 50 万円）

障がい者日常生活
用具給付事業 重度障がい者の生活支援 重度障がい者の自立した日常生活を支援するた

め、日常生活用具を貸与及び購入費補助
デマンドバス
利用助成金 デマンドバスふう太号の利

用助成
高齢者及び障がい者の村内利用料の助成
＊ 300 円のところ 100 円で乗車

寝たきり老人等紙
おむつ助成金

在宅で要介護３以上の高齢
者及び重度障がい者を対象
に紙おむつ費用を助成

＊ 3,000 円 / 月を上限

福祉医療費補助金 子どもや障がい者等の医療
費の一部を補助

高校３年生相当までの子ども、障がい者、母
子・父子家庭の医療費を補助
＊１医療機関、1 月あたり 500 円は個人負担

新生児聴覚検査費用
補助金

新生児の聴覚検査費用を助成
出生後に行う新生児の聴覚検査費の助成
＊ 5,000 円上限

健康福祉係
内線 125

産後ケア事業

産後の体調不良や強い育児
不安があり、保健指導を必要
とする母子に対し、心身のケ
アや育児サポートを行う

産後 12 か月までの母子を対象に補助
＊自己負担割　課税世帯が３割
　　　　　　　非課税世帯が１割
　（金額は医療機関等により異なる）

不妊治療費補助金 不妊及び不育症に対する保
険適用外医療費の補助 ＊ 1 治療 30 万円 / 年

おたふくかぜ予防
接種助成 おたふくかぜ予防接種費用

の一部を助成

接種日時点の満 1 歳～ 6 歳（未就学児）を対
象に助成
＊上限 3,000 円（１人１回限り）

高齢者インフルエンザ
予防接種費助成

高齢者のインフルエンザ予
防接種費用の一部を助成 ＊窓口個人負担 1,500 円

高齢者肺炎球菌予防
接種費助成 高齢者の肺炎球菌予防接種

費の一部を助成 ＊窓口個人負担 2,000 円

子どもインフルエンザ
予防接種助成

中学生までのインフルエンザ
予防接種費用の一部を助成 ＊１回 2,000 円助成（接種は２回まで）

がん検診推進事業 胃、大腸、肺、子宮、乳がん
検診の受診料の一部を助成

村で行うがん検診が対象
＊概ね受診料の 2/3 を助成
  （特定年齢は無料券を配布）

健康管理検診事業 検診費用の助成
特定健診、いきいき健診（75 歳以上）、若者
健診（19 歳～ 39 歳）の無料化
※村で行う健診のみ

乳がん検診（超音波）
検診費用助成

医療機関の乳がん超音波検
査を受診した場合に、費用
の一部を補助

40 ～ 74 歳の前年にマンモグラフィ検診を受
けた方を対象に補助
＊検査１回につき 1,000 円

人間ドック検診料
助成事業

国民健康保険または後期高齢
者医療保険被保険者の人間
ドック検診料の一部を補助

＊１泊２日　２万 5,000 円
＊日帰り　　２万円
＊脳ドック（国保のみ）１万 5,000 円

生活環境係
内線 122

児童生徒検定等チャ
レンジ助成金

小中学校に在学中の児童及
び生徒に対し検定試験等の
受験費用を助成する

小中学校の校長が奨励する資格取得試験が対
象で、助成対象経費の半額を助成
＊年間上限　5,000 円 / 人

子育て
支援係

内線 161

7
詳しくは役場☎ 0269-82-3111 の各担当の内線番号へお問合せください。　（※生涯学習係は農村交流館☎ 0269-82-2041 へお問合せください。）
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補助金名称 制度概要 補助制度の内容 担当係

山菜栽培苗購入費
補助金

山菜を栽培し、販売する農
家がそれらの苗を購入する
場合に補助

山菜を栽培し、販売する農家等がタラの芽、
根曲がり竹、ワラビ、ゼンマイの苗の購入に
要した経費について補助 
＊経費の 1/3 以内

農林係
内線 131

振興作物苗代等
補助事業

村指定の振興作物を栽培
し、販売する農家が種苗を
購入する場合に補助

新規または作付け拡大する村指定の振興作物
の種苗購入代金の一部を補助 
＊概ね種苗購入代の 1/3 補助

信州産ペレット
消費拡大事業

ペレットストーブまたはペ
レットボイラーを購入する
場合に補助

ペレットストーブまたはペレットボイラーの
購入経費の一部を補助 
＊経費の 10/10 以内（上限 10 万円）

強い農業・担い手
づくり総合支援
交付金

融資等を受け、農業用機械
等を導入する場合に補助

認定農業者等が融資等を受け、農業用機械等
を導入する際、融資残について補助 
＊事業費の 3/10（上限 300 万円）

土地改良事業等
補助金

農業者等の２人以上の団体
が、圃

ほじょう

場整備及び暗
あんきょ

渠排水
事業を行う場合に補助

受益面積がおおむね 10a 以上で、事業費が
10 万円以上の場合に補助
＊事業費の 4/10 以内

ハウス栽培施設
設置事業

ハウスを新設、増設する場
合または灌

かんすい

水設備を設置す
る場合に補助

野菜・花木等の栽培で 100㎡以上のハウスを
新設、増設する場合またはハウス栽培に必要
な灌水設備を設置する場合に補助 
＊ハウス：10 万円 
＊灌水設備：経費の 1/3 以内

名水火口そば栽培
補助金

そばの刈取りを農業振興公
社等に委託する場合に補助

１団地 10 ａ以上栽培する農家等がそばの刈
取りを農業振興公社等に委託し、その刈取り
に要した経費に対し補助 
＊刈取り 10 ａ当たり、7,500 円以内

新規就農研修者
支援事業補助金

農業後継者または新規就農
者を育成するため、農業振
興公社等で研修を受ける者
へ補助金を交付

農業経営を開始するために、研修を継続的に
受講する場合に補助金を交付する 
＊日額 8,000 円（限度額 150 万円）

農業後継者等育成
奨励金

新たに就農した農業後継者
または新規就農者の育成の
ため奨励金を交付

農業後継者不足の対策として、担い手を確保す
るため、新たに認定新規就農者または認定農業
者に認定された者へ奨励金を交付する 
＊ 100 万円 / 人

農業次世代人材
投資事業

50 歳未満の青年者が新規に
就農する場合に資金を交付

独立して自営就農した認定新規就農者に対
し、経営開始時を支援する資金を交付する 
＊ 150 万円 / 人・年（最長５年間）

獣害被害防止総合対
策交付金

電気柵を購入した場合に
補助

購入に要した経費に対し補助 
＊対象経費の 1/2 以内（上限２万円）

狩猟免許取得補助 狩猟免許を取得・更新する
場合に補助

免許を取得・更新した年度の事前講習テキスト
代及び受験手数料、更新料等の合計の３/10 以内

創業支援補助金
村内に事業所を新たに設置
する者に対し土地取得など
必要な経費の一部を補助

＊製造及び営業のための土地、建物及び　　
設備の取得または改修に要する経費を補助
＊経費の 1/2 以内（上限 100 万円）

商工観光係
内線 134

中小企業退職金共済
制度補助金

村内企業が納める共済掛け
金の一部を助成（最大２年
間）

＊１年次
　被共済者１人あたり 1/5（上限 600 円 / 月）
＊２年次
　被共済者１人あたり 1/10（上限 300 円 / 月）

特産品開発推進奨励
補助金

特産品の開発・流通等の調
査・研修・製造に必要な機
材の購入等に要する経費の
一部を助成

村内の企業・在住者等を対象とし、村の資源を
使って新たに特産品としての開発を行う場合
＊事業費の 1/2 以内（上限 20 万円）

産業企画係
内線 141

農 

林 

業

就 

農 

者

獣
害
防
止

商 

工 

業

8
詳しくは役場☎ 0269-82-3111 の各担当の内線番号へお問合せください。　（※生涯学習係は農村交流館☎ 0269-82-2041 へお問合せください。）



補助金名称 制度概要 補助制度の内容 担当係

木島平の
住まいづくり
促進事業補助金

村の集落環境や景観に配慮
した住宅を新築及び増築す
る場合に、工事費の一部を
補助

村内に営業所がある建設業者及び個人事業者等
が施工する工事の場合に補助
＊新築 １/10 以内（上限 100 万円）
＊増築 １/10 以内（上限 75 万円）
ともに 18 歳以下の扶養親族数及び県産材使用
等による加算あり（年齢による制限あり）

農村整備係
内線 151

下水道排水設備改造
借入利子補助

下水道接続工事やトイレの
水洗化に要した費用への融
資をあっせんし、その利子
を補助

＊工事費の 9/10 以内（上限 200 万円）
＊融資額の返済額の利子補助

国調・
水道係

内線 154

克雪住宅普及促進
事業補助金

雪下ろしに伴う経済的負担
の軽減、雪下ろし作業中の
転落事故の未然防止を図る
ため住宅を克雪住宅に新
築、増改築及び命綱固定ア
ンカーや雪下ろし型物置の
設置等を行う場合に工事費
の一部を補助

融雪型克雪住宅の場合
＊工事費の 1/5 以内（上限 60 万円）
　自然落雪型克雪住宅の場合（改築のみ）
＊工事費の 1/5 以内（上限 45 万円）
　雪下ろし型克雪住宅（命綱固定アンカー等
　の設置）の場合（改修のみ）
＊工事費の 1/2 以内（上限 8 万円）
  （融雪型、自然落雪型、雪下ろし型物置は、
　高齢者世帯等の場合にかさ上げあり）

農村整備係
内線 151

集合賃貸住宅建設費
補助金

村内への定住促進のため、
集合賃貸住宅（アパート）
を建設する事業者に工事費

（土地代を除く、居住専用
部分を建築する建築費）の
一部を補助

村内に営業所がある建設業者及び個人事業者等
が施工する工事
＊戸数に 100 万円を乗じて得た額
  （上限 400 万円）
村外に営業所がある建設業者及び個人事業者等
が施工する工事
＊戸数に 50 万円を乗じて得た額
   （上限 200 万円）
  （1 戸当たりの居住専用延床面積が 40㎡以上で
   各戸に炊事場、浴室及び便所が設置されてい
   ること（車庫及び、居住部分以外の用途のも
   のは対象外））

住宅耐震改修事業
補助金

耐震改修を行う住宅に工事
費の一部を補助

木造住宅の耐震診断（無料）を実施し、耐震
改修が必要となった場合
＊改修費の 1/2 以内で 100 万円を上限に補助

住宅リフォーム等
補助金

持家住宅の増改築工事や、
リフォームを行う場合に工
事費の一部を補助

＊工事費が 10 万円以上でその費用の 1/5 以内  
  （上限 10 万円）（採択条件がありますので事 
   前にお問い合わせください
   また、村内に営業所がある建設業者及び
   個人事業者等が施工する工事であること）

若者定住家賃補助金
若者定住促進のため、村内
にある賃貸住宅に入居する
者の家賃の一部を補助

＊月額 4 万円を超える家賃に対し、１万円を
　上限に補助（年齢、収入による制限あり）

空き家活用等補助金

空き家の有効活用を通し、移
住定住の促進及び廃屋化防
止のため家財搬出等、空き家
の改修及び空き家の取得に
関わる費用の一部を補助

＊家財搬出等は 1/2 以内（上限 10 万円）
＊改修は 20 万円以上の工事で 1/2 以内
  （上限 50 万円）
＊取得の場合は 1/10 以内（上限 50 万円）
　（扶養する子による加算あり）

移住定住
推進係

内線 141

JR 飯山駅飯山市営
駐車場利用補助金

JR 飯山駅の利用促進と村
への移住定住促進のため、
月極め駐車場の利用料の一
部を補助

＊平面・立体駐車場の月極利用料金の 1/2　
　を補助

農村整備係
内線 151

住 

ま 

い 

づ 

く 

り

移 

住 

定 

住

（詳細は 16 ページへ）

（詳細は 16 ページへ）

各種補助事業を活用して、
地区づくりや村の活性化への取組みを進めましょう

9
詳しくは役場☎ 0269-82-3111 の各担当の内線番号へお問合せください。　（※生涯学習係は農村交流館☎ 0269-82-2041 へお問合せください。）

2020.4
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４
月
１
日
付

　

新
規
採
用
者
を
紹
介
し
ま
す

　

４
月
か
ら
役
場
で
働
く
３
人
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　

３
月
末
で
退
職
し
ま
し
た
職
員
は
次

の
と
お
り
で
す
。

○
髙
森　

喜
久
さ
ん
（

議
会
事
務
局
長
）

○
髙
山　

俊
明
さ
ん
（

社
会
福
祉
協
議
会

事
務
局
長
）

　

４
月
１
日
付 

村
消
防
団
人
事

　

村
消
防
団
長
の
任
期
満
了
に
伴
う
改

選
に
よ
り
、
消
防
団
長
及
び
副
団
長
が

新
た
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
の

２
年
間
で
す
。

○
ご
退
任

　

前
団
長　

滝
沢　

良
一
さ
ん（
中
島
）

　

長
い
間
、
地
域
防
災
活
動
に
ご
尽
力

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
総
務
係　

内
線
１
０
６
】

　

村
消
防
団
が

　

消
防
庁
長
官
表
彰
を
受
彰

　

村
消
防
団
が
台
風
第
19
号
に
よ
る
被

害
拡
大
防
止
に
尽
力
し
た
こ
と
が
評
価

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
３
月
19
日
、
北
信

合
同
庁
舎
で
の
伝
達
式
に
て
、
消
防
庁

長
官
表
彰
を
受
彰
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

【
総
務
係　

内
線
１
０
６
】

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
に

　

小
林
政
敏
さ
ん
を
再
任

　

村
３
月
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
固

定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選
任
人
事
案

が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
４
月
１

日
か
ら
３
年
間
で
す
。

【
税
務
係　

内
線
１
１
０
】

子育て支援課子育て支援係
松田 絵

え り

理
（北鴨）

民生課健康福祉係
関 優

ゆ い

衣
（南鴨）

民生課生活環境係
大塚 航

こ う へ い

平
（南鴨）

　

３
月
31
日
付

　

退
職
者
を
紹
介
し
ま
す

団  長
金井 正

まさひろ

博さん
（糠千）

副団長
山崎 健

け ん ご

吾さん
（小見）

小林 政
まさとし

敏 さん
（大町）

有 

料 

広 

告

※広報誌に掲載する有料広告を募集しています。

　 詳しくは政策情報係 （内線 114） へお問合せください。

広報きじま平に掲載する有料広告の規定が

新しくなりました

・ 広告１枠の大きさを横幅２cm 拡大します。

  （新規格 ： 縦 4.6cm ×横 8.6cm）

・ 村内に事業所等のある皆さまからのお申込み料

　金が半額になりました。

　（新月額料金 ： 1,000 円 / １枠）

・ ６か月以上連続のお申込みで５％オフ、 12 か月

　まとめてのお申し込みで１０％オフとなります。

皆さまからのお申込みをお待ちしています。

【政策情報係　内線１１４】

▲表彰を受ける
　滝沢前消防団長
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土
地
や
建
物
な
ど
固
定
資
産
税
の

 
評
価
額
を
確
認
で
き
ま
す

　

次
の
期
間
中
に
は
、
固
定
資
産
税
を

納
め
て
い
る
方
が
、
本
人
が
所
有
し
て

い
な
い
土
地
・
建
物
の
評
価
額
を
ご
覧

い
た
だ
け
る
「
縦
覧
」
と
、
本
人
所
有

の
固
定
資
産
課
税
台
帳
を
ご
覧
い
た
だ

け
る「
閲
覧
」を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◉
期
間　

４
月
１
日
～
６
月
30
日
㈫

　
（
土
日
祝
日
を
除
く
）

◉
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

◉
場
所　

役
場　

税
務
係

◉
縦
覧
で
き
る
人

　

固
定
資
産
税
を
納
め
て
い
る
人

◉
閲
覧
で
き
る
人

・
固
定
資
産
を
所
有
し
て
い
る
人

・
地
代
や
家
賃
を
払
っ
て
土
地
・
建
物

   

を
借
り
て
い
る
人

◉
持
ち
物

○
共
通　

は
ん
こ
、
身
分
証
明
書
（
運

　

転
免
許
証
、
納
税
通
知
書
な
ど
）

○
借
地
借
家
人　

契
約
書
な
ど
貸
借
関

　

係
が
確
認
で
き
る
書
類

○
閲
覧
の
委
任
を
受
け
た
人　

委
任
状

◉
手
数
料　

無
料

◉
そ
の
他　

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧

　

帳
簿
は
コ
ピ
ー
不
可

【
税
務
係　

内
線
１
１
１
】

◉木島平小学校
　教　諭　小野沢成美　野沢温泉小
　教　諭　千野　美奈　下氷鉋小（教頭）
　教　諭　野﨑　弘子　退職（再任用：高丘小）
　教　諭　福原　裕子　退職（再任用：平野小）
　講　師　真篠　篤　　退職
　支援員　滝澤真紀子　退職

◉木島平小学校
　教　諭　太田さつき　高丘小　
　教　諭　小林　恭子　長丘小　
　教　諭　和田恵美子　長野養護学校　
　講　師　宮下　直美　常盤小　
　講　師　髙橋　一央　新規
　支援員　西澤　仁美　新規

◉木島平中学校
　校　長　竹内　仁一　長野県教育委員会
　　　　　　　　　　　（東信教育事務所）
　教　諭　宇田ほづみ　平野小
　教　諭　三井由美子　中野平中
　講　師　岩本志保子　南宮中
　講　師　内山　文広　鉢盛中
　講　師　丸山　彰太　諏訪南中
　講　師　浅沼　智美　退職
　主　任　渡辺　陽子　戸狩小

◉木島平中学校
　校　長　伊賀　雅志　栗ガ丘小（教頭）
　教　諭　臼井　理　　高瀬中
　教　諭　樋口真由美　城南中
　講　師　志津田　萌　自由の森学園
　講　師　塚田　秀人　新規
　主　事　三輪　仁美　北御牧中

ありがとうございました（転出）※校名は新勤務先・敬称略 よろしくお願いします（転入）※校名は旧勤務先・敬称略

小・中学校の人事異動

  

消
防
団
観
閲
式
が
行
わ
れ
ま
す

　

消
防
団
観
閲
式
を
次
の
日
程
で
行
い

ま
す
。

　

観
閲
式
で
は
、
市
中
行
進
を
行
う
の

が
通
例
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
に
、
式
典

の
み
を
行
い
ま
す
。
ご
理
解
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

◉
日
に
ち　

４
月
29
日
㈬

◉
式
典
会
場

　

木
島
平
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

【
総
務
係　

内
線
１
０
６
】

  

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
本
部
を
設
置

　

４
月
８
日
、
村
で
は
、
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
に
基
づ

い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
本
部
を
設
置

し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
に
引
き
続
き
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

◉
往
来
の
自
粛
を
お
願
い
し
ま
す

　

緊
急
事
態
措
置
を
実
施
す
る
区
域
と

さ
れ
た
区
域
へ
の
往
来
は
、
極
力
自
粛

願
い
ま
す
。
ど
う
し
て
も
往
来
が
必
要

な
場
合
に
は
、
人
と
の
接
触
機
会
を
減

ら
す
な
ど
最
大
限
の
感
染
防
止
策
を
講

じ
て
く
だ
さ
い
。

◉
「
三
密
」
を
避
け
る

　
「
密
接
」、「
密
集
」、「
密
閉
」
の
す
べ

て
の
条
件
が
そ
ろ
う
場
所
で
は
、「
ク
ラ

ス
タ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
感
染
者
の
集
団
発

生
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
定
期
的
な
換
気
や
、
会
議
・
イ

ベ
ン
ト
な
ど
の
開
催
方
法
の
検
討
し
て
、

三
密
を
避
け
る
よ
う
努
め
ま
し
ょ
う
。

◉
有
症
状
者
相
談
窓
口

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
疑

わ
れ
る
方
の
受
診
に
つ
い
て
は
保
健

所
で
調
整
を
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は

北
信
保
健
所
（
☎
０
２
６
９
―

６
２
―

６
１
０
４
）ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
総
務
係　

内
線
１
０
６
】
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【政策情報係　内線１１３】

【テーマ】

“冬の木島平”はスキーだけじゃない！？
～外国人をターゲットにした魅力の発掘と発信～
　外国人観光客の特徴の一つとして、SNS によるクチコミなどにより、日本人が“観光地”とし
て認識していない場所を訪れたり、思いもよらないところに魅力を感じているケースがあります。
　そこで、外国人観光客が感じる“冬の木島平”の魅力を発掘し、その魅力を効果的に発信す
るにはどうしたらいいのか？斬新かつ自由な発想で提案してください。

　早稲田大学と村の連携プロジェクト事業である「早稲田大学地域連携ワーク
ショップ」の最終提案報告会が３月 18 日に役場で行われました。
　11 年目を迎えたこの活動は、学部・学年を超えて集まった早稲田大学生が、自
治体が抱える問題について、関係者や住民等との意見交換を図りながら共同で問
題解決に取組み、解決のヒントとなる活性化策などを村に提案する取組みです。
数々の活性化策の提案だけでなく、農村地域の理解増進、関係人口の増加など、
双方にメリットのある取組みとなっています。
　今年は、11 人の学生が２つのチームに分かれ、１月の事前調査、２月上旬の現

地調査、大学での自主的検討など精力的に活動してきましたが、新型コロナウイルス感染拡大防止の観
点から、２回目の現地調査及び報告会への来村が中止となってしまいました。
　そのような状況でも、最後まで検討して住民に提案したいという学生たちの
想いから、インターネットを通じたウェブ会議方式での報告会開催という形で、
最終的なアイデアを発表していただきました。
　両チームとも、提案の実現や発展に向けて、ワークショップ終了後も引き続
き木島平村に関わっていきたいという想いを確認し、今後に期待の持てる最終
提案報告会となりました

早大生が外国人向け観光資源について提案

 早稲田大学地域連携ワークショップ最終提案について

『留学生から広がる輪』
　留学生をメインターゲットに
設定し、木島平村へのリピート
を促す仕組みづくりと、そば打
ちや紙漉

す

きといった「体験」に
重点をおいたツアーを提案。

『暮らすように旅する』
　留学生をメインターゲットに
設定し、（work away（※）を
参考にした、）ボランティアを
行いながら日本の暮らしを体験
できるツアーを提案。

学生チーム名 学生チーム名

チーム門左衛門 チームおすぎ

“ 学生たちならでは ” の視点から
の提案に、参加者たちは質問や意
見を行いながら、真剣に耳を傾け
ていました。

※「work away」とは、１日数時間程度働く代わりに宿泊場所と食事を提供してもらうこと
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村
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
し
て
い
た
だ
い
た
村
外
在

住
の
方
に
対
し
、
返
礼
品
と
し
て
地
元
特
産
品
な
ど
を
お

贈
り
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
返
礼
品
の
登
録
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
村
内
事

業
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

本
村
の
「
魅
力
発
信
」、「
地
元
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
」
の
、

よ
り
一
層
の
推
進
の
た
め
に
も
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
産
業
企
画
係　

内
線
１
４
２
】

ふるさと納税者
（寄附者）

木島平村

事業者①寄附・返礼品選択

②返礼品発注・配送依頼

木島平村 事業者

④返礼品代金請求

⑤返礼品代金支払

③商品の発送

ふるさと納税　商品発送フロー図

ふるさと納税返礼品

提供事業者を募集

 

ふ
る
さ
と
納
税
と
は
？

　

ふ
る
さ
と
納
税
と
は
、
応
援
し
た
い
自

治
体
に
対
し
て
「
寄
附
」
が
で
き
る
制
度

の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
寄
附
に
よ
り
、
自
治
体
は
新
た
な

収
入
を
得
て
住
民
の
皆
さ
ま
へ
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、

寄
附
者
は
返
礼
品
の
受
け
取
る
と
と
も

に
、
税
金
の
控
除
を
受
け
ら
れ
る
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。

○
ふ
る
さ
と
納
税
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
ほ

　

か
、
様
々
な
広
報
媒
体
に
、「
事
業
者

　

名
」
や
「
返
礼
品
」
が
無
料
で
掲
載
さ

　

れ
る
こ
と
で
、
全
国
の
消
費
者
の
皆
さ

　

ま
へ
向
け
た
Ｐ
Ｒ
が
で
き
ま
す
。

○
村
に
ご
寄
附
く
だ
さ
る
全
国
の
方
に
、

　

特
産
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
返
礼
品
と
し
て

　

お
選
び
い
た
だ
き
、
提
供
を
行
う
機
会

　

が
増
え
ま
す
。

 

出
品
に
関
す
る
注
意
事
項

 

ふ
る
さ
と
納
税
に
か
か
る
指
定
制
度
に

よ
り
、
返
礼
品
は
次
の
２
つ
の
条
件
を
満

た
す
も
の
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

◉
返
礼
品
登
録
に
必
要
な
２
つ
の
条
件

①
事
業
所
が
木
島
平
村
内
に
あ
る
こ
と

②
返
礼
品
が
地
場
産
品
で
あ
る
こ
と

◉
地
場
産
品
と
は

①
村
内
で
生
産
さ
れ
た
も
の

②
村
内
で
原
材
料
の
主
要
な
部
分
が
生
産

　

さ
れ
た
も
の

③
村
内
に
お
い
て
提
供
さ
れ
る
役
務（
サ
ー

　

ビ
ス
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

　

出
品
や
お
申
込
み
に
つ
い
て
は
、
産
業

企
画
係
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

 

返
礼
品
の
提
供
メ
リ
ッ
ト

 

お
問
い
合
わ
せ
は

木島平村の
ふるさと納税は
下記ＱＲコードから

皆さまからのご応募を
お待ちしています



360 度の大展望－高社山展望山頂リフト営業日－

　日にち　５月２日㈯～６日（水・祝）、30 日㈯、31 日㈰
　時　間　午前９時～午後４時 30 分
　リフト料金（往復）大人：950 円　小人：520 円
　　　　　　（片道）大人：520 円　小人：320 円
　天気の良い日には、視界 360 度の絶景をご覧いただけます。
　※木島平やまびこの丘公園、にこにこファーム、パノラマランド木島平から無料シャトル　
　　バスが出ます。（各施設フロント・受付にお申し出ください。）

木島平スキー場　☎ 0269-82-3434

【商工観光係　内線１３４】

　広い芝生広場でのびのび遊んでみませんか？
　５月２日㈯～６日（水・祝）は、園内周遊トラクターの運行もあります。
　たくさん遊んだ後は、やまびこレストラン（営業時間　午前 11 時～午後２時 30 分）で美
味しい料理をご堪能ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やまびこの丘公園　☎ 0269-82-4664

木島平やまびこの丘公園　４月 25 日 （土） オープン

　桜マップを作成しました～花の綺麗な村内を周遊しませんか～

　商工観光係・村観光振興局で
は、村内や村の周辺で見ごろな
桜の分布図をまとめた “ 桜マッ
プ ” を整備しました。
　なお、新型コロナウイルス拡
大防止のため、飲食を伴う花見
は控えるとともに、他の人との
間隔を空けていただきますよう
お願いします。
　綺麗な花々を眺めて、村への
春の到来を感じてみませんか。
　　　
　　　商工観光係　内線１３４
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※新型コロナウイルスの影響により、内容の変更やイベントが中止となる場合があります。
　公式ウェブサイト等で最新情報の確認をお願いします。
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一
味
変
わ
っ
た
体
験
を
バ
ス
ツ
ア
ー
で
！

　

グ
リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
観
光
の
充
実
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
カ
ヤ
の
平
高
原
・

秋
山
郷
シ
ャ
ト
ル
便
の
運
行
を
行
い
ま
す
。

　

今
年
は
木
島
平
村
で
の
単
独
ツ
ア
ー
を

８
回
、
栄
村
で
の
単
独
ツ
ア
ー
を
５
回
、

カ
ヤ
の
平
高
原
と
秋
山
郷
を
結
ぶ
紅
葉

ツ
ア
ー
を
４
回
企
画
し
て
い
ま
す
。
５
～

10
月
ま
で
運
行
さ
れ
ま
す
の
で
、
今
後
シ

リ
ー
ズ
と
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ご
利
用
に
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◉
問
合
せ　

商
工
観
光
係　

内
線
１
３
４

　
　
　
　
　

村
観
光
振
興
局

　
　
　
　
　

☎
０
２
６
９
ー
８
２
―

２
８
０
０　

ご予約は

コース № 1 「春一番のカヤの平へ 新緑の大ブナと白樺樹林」

◉出発日　５月 23 日㈯
◉料　金　お一人様 8,000 円（税込）
◉日　程
　飯山駅（9:00 発）⇒ ファームス木島平（9:10 発）⇒ カヤの平高原（通
行止め解除直後の森へ！ブナの芽吹きと新緑の木々の息吹を体感
するトレッキング（約５㎞・約３時間 30 分 / お弁当とクロモジ茶
付き）⇒ 岡本商店（お土産）⇒ ファームス木島平（買い物 /15:10 着予定）
⇒ 飯山駅（15:40 着予定）
※トレッキングは全コースガイド同行、木島平産コシヒカリのおにぎり弁当付き

カ
ヤ
の
平
高
原
・
秋
山
郷　

秘
境
シ
ャ
ト
ル
便
を
運
行
し
ま
す

ツアー運行日から起算して５日前ま
でにご予約ください。

◉予約先

・飯山駅観光案内所  ☎ 0269-62-7000
・WEB からもご予約
  できます
　「信越自然郷

　  ツアー ・ 体験ページ」

15

№２以降は、 コース名、 出発日、 お一人様の料金のみご紹介します

№２ 「雄大な雑魚川渓谷

　　　　絶景滝めぐり」

◉出発日　６月 27 日㈯
　　　　　７月 25 日㈯
◉料　金　8,000 円

№３ 「山野草をめぐる

　　　　カヤの平高原夏山トレッキング」

◉出発日　７月 23 日（木・祝）
　　　　　　 　８月 16 日㈰
        ◉料　金　8,000 円

№４ 「茅葺きの古民家で

　　　　昭和レトロ食彩紀行

　　　　　　　内山和紙づくり」

◉出発日　７月 24 日（金・祝）
  ◉料　金　10,000 円

№５ 「川の中を歩く！

　　　　　　雑魚川渓谷

　　　　　　グリーンタフトレッキング」

◉出発日　８月 15 日㈯
         ◉料　金　9,000 円

№６ 「日本最大級の

　　　　千年ネズコに会いに行こう！」

◉出発日　９月 26 日㈯
　　 ◉料　金　9,000 円

№７ 「古民家で日本昔話の語り部

　　　　木島平のごちそうビュッフェ」

◉出発日　９月 27 日㈰
          ◉料　金　10,000 円

№８ 「紅葉のカヤの平高原で

　　　　キノコ狩り」

◉出発日　10 月 10 日㈯
　◉料　金　9,000 円

木島平と栄村までお出かけ！

№１ 「カヤの平高原から

　　　　秋山郷へ紅葉ドライブ」

◉出発日　10月 11 日㈰
　　　　　　10月 17 日㈯
　　　　　　10月 18 日㈰
　　　　　　10月 25 日㈰
　◉料　金　7,500 円
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ご利用ください
住まいの補助金

問合せ：農村整備係　内線１５１

克雪住宅普及促進事業補助金

木島平村住宅リフォーム補助金

　木島平村及び長野県では、“住宅屋根の雪下ろし
をしない”または“安全に下ろしができる克雪住宅”
を普及するため、住宅の新築や屋根の改修をする方
のための補助を行っています。雪下ろしの安全対策
としてぜひご活用ください。
◉物置等も雪下ろし型へ
　本年度は、昨年度新設された雪下ろし型に村独自
の対策として、物置等についても雪下ろし型の改修
ができるように制度を拡充しました。補助率や補助
上限額は住宅タイプと同額となります。
◉補助率等
○融雪型　【補　助　率】対象工事費の 1/5
　　　　　【補助上限額】60 万円
○自然落雪型　【補　助　率】対象工事費の 1/5
　　　　　　　【補助上限額】45 万円
○雪下ろし型　【補　助　率】対象工事費の 1/2
　　　　　　　【補助上限額】８万円

※融雪型及び自然落雪型では、高齢者世帯等の場合
　に補助率・限度額が嵩

かさ

上げとなる場合があります
　ので、別途ご相談ください。
◉村と独立行政法人住宅金融支援機構が協定締結
　村では独立行政法人住宅金融支援機構（旧住宅金
融公庫）と住宅ローン「フラット 35 地域活性化型

（防災対策）」において事業連携協定を締結しました。
これにより事業対象者が、住宅金融支援機構から「フ
ラット 35 地域活性化型」での借り入れをされる際
に金利を引き下げて借り入れが受けられるようにな
りました。（借入当初５年間：金利 ― 0.25％）
　克雪住宅普及促進事業をご活用され、住宅金融支
援機構から「フラット 35」の借り入れの際は、別
途手続きが必要となりますので、農村整備係へご連
絡ください。

　村住宅リフォーム推進協議会では、村内住宅関連
産業の活性化及び村民の皆様の住環境の向上を目的
に住宅のリフォーム等の工事費に対して補助を行い
ます。村内の業者が施工するリフォーム等をご計画
されている方は、ご活用ください。
　なお、村では本年度より再生可能エネルギーの活
用や現資源を有効に活用する省エネルギー化を推進
していくため、関連するリフォームについても補助
を行います。
◉補助率等
　【補　助　率】対象工事費の 1/5 以内
　【補助上限額】10 万円
◉リフォームの施工例
○省エネルギー化への改修（２重サッシの取付、ペ
　アガラスサッシへの取替、灯具のＬＥＤ化、エコ
　キュートの設置、冷暖房機の更新など）
○トイレの改修工事（和式トイレを洋式トイレへ改
　修など）

○浴室の改修工事
○キッチン・洗面所の改修工事
○居室の改修工事（和室を洋室へ改修、一部屋を二
　部屋に改修など）
○住宅外壁・屋根の塗り替え
◉対象外工事
○工事業者を伴わない機器設備の購入
○移動できるものや取り外しが可能なものの購入
○造園・門扉・外構の工事
○下水道接続の際の配管工事
○浄化槽設備工事
○増築・リフォームを伴わない解体工事
　リフォーム等をご計画の際には、工事に取り掛か
る前に補助が対象になるのか事前に農村整備係へお
気軽にご相談ください。

問合せ：農村整備係　内線１５１
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結婚祝金と
結婚新生活支援事業

　村では、令和２年度から、地域における婚姻数の増加と若者の定住促進、
少子化対策を目的として、結婚祝金の交付と結婚新生活支援事業を開始します。

結婚祝金

結婚新生活支援事業

　平成 31 年４月１日以降に婚姻届を提出し、次の
要件をすべて満たすご夫婦に対し、結婚祝金 10 万
円を交付します。
◉申請期限
　婚姻届を提出し、夫婦ともに村に住民登録をして
から１年経過後、６か月以内に申請をしてください。

◉交付要件
①婚姻後、夫婦ともに村に住民登録があること
②婚姻し、夫婦ともに村に住民登録をしてから１年
　以上居住実績があり、かつ将来にわたり村に定住
　する意思があること
③婚姻時の年齢が夫婦共に 40 歳以下であること
④夫婦ともに村税や使用料などの滞納がないこと
⑤夫婦ともに過去に村の結婚祝金の交付を受けたこ
　とがないこと

　新規（令和２年１月１日～令和３年２月 28 日ま
での間）に婚姻届を提出し、次の要件をすべて満た
す世帯を対象に、住居費及び引越費用の一部に対し
て、30 万円を上限に補助金を交付します。
◉補助対象となる費用
　婚姻を機に新たに物件を購入または賃借した場合
にかかった費用のうち、物件の購入費、賃料（家賃）、
礼金、共益費仲介手数料及び引越費用（引越業者や
運送業者へ支払った費用）

◉交付要件
①婚姻届提出時の年齢が、夫婦ともに 34 歳未満
　であること
②夫婦の合計所得（※）が 340 万円未満である
　こと
③対象となる住居が村内にあり、夫婦の住民登録
　上の住所と一致していること
④生活保護による住宅扶助を受けていないこと
⑤過去に夫婦のいずれもがこの制度に基づく補助
　（他市町村を含む）を受けていないこと
⑥夫婦ともに村税や使用料などの滞納のないこと
　※申請時点で夫婦双方または一方が離職してい
　る場合、離職している人については “ 所得なし ”
　とみなします。また、貸与型奨学金の返済を行っ
　ている場合は、その年間返済額を所得から控除
　します。

婚姻届提出
（村外でも OK）

夫婦ともに
村に住民登録

住民登録後
1 年経過

６か月以内に
申請

1 年以内 1 年間村内に居住 申請期間

問合せ：健康福祉係　内線１２４

問合せ：健康福祉係　内線１２４

≪申請のイメージ≫
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高齢者の皆さま
ご活用くださいデマンド交通ふう太号の回数券を助成

運転免許証自主返納等支援事業

高齢者肺炎球菌予防接種

　村では、一定の年齢を迎える高齢者の皆さまを対象
に、高齢者用肺炎球菌ワクチンの予防接種費用の一部
を助成します。対象となる皆さまには、４月上旬に予
診票をお送りしていますので、ご確認ください。
◉助成回数は１人１回限り
　自費での接種も含め、過去に接種歴のある人は助
成の対象となりませんのでご注意ください。
◉令和２年度対象者

◉実施期間は４月１日～令和３年３月 31 日
　この期間中に接種できなかった場合、その後の接
種は全額自己負担となりますのでご注意ください。

◉費用
　自己負担額 2,000 円を予防接種時に各医療機関で
お支払いください。（村では 6,326 円を負担します。）
◉接種方法
　対象者に郵送された説明文・予診票に記載された
注意事項をお読みのうえ、かかりつけの医療機関に
相談・予約して接種してください。
◉注意事項
　このワクチンは、１回の接種で５年以上免疫が持
続すると言われています。そのため、過去にワクチ
ンを接種した人が５年以内に再接種を行うと、副反
応が強く出ることがありますのでご注意ください。
◉高齢者肺炎球菌ワクチン
　肺炎は、日本人の死因の第３位であり、死亡者の
95% 以上が 65 歳以上の高齢者です。肺炎で一番多
い病原菌は肺炎球菌です。肺炎球菌ワクチンを接種
しておくと、肺炎の予防や肺炎にかかっても重症化
しにくい効果が期待されます。

年　齢 生　年　月　日
65 歳 昭和 30 年４月２日 ～ 昭和 31 年４月１日
70 歳 昭和 25 年４月２日 ～ 昭和 26 年４月１日
75 歳 昭和 20 年４月２日 ～ 昭和 21 年４月１日
80 歳 昭和 15 年４月２日 ～ 昭和 16 年４月１日
85 歳 昭和 10 年４月２日 ～ 昭和 11 年４月１日
90 歳 昭和 ５年   ４月２日 ～ 昭和 ６  年４月１日
95 歳 大正 14 年４月２日 ～ 大正 15 年４月１日
100 歳 大正 ９  年４月２日 ～ 大正 10 年４月１日

60 歳以上～ 64 歳未満で、心臓、腎臓、呼吸器の
機能障害により１級の身体障害者手帳をお持ちの方

問合せ：健康福祉係　内線１２５

問合せ：健康福祉係　内線１２４

　村では、自動車等の運転に不安を持つ高齢者や障
がいを持つ人の交通事故減少と運転免許証の自主返
納等支援を目的として、デマンド交通ふう太号の無
料回数券を交付します。
◉対象者
　平成 31 年４月１日以降にすべての運転免許を自
　主返納した人または運転免許を更新せずに失効し　
　た人で、次の要件にいずれも該当する人です。
①自主返納時または失効時の年齢が 65 歳以上である
　こと、または身体障害者手帳、療育手帳、精神障害
　者保健福祉手帳を持つ 18 歳以上の人であること
②自主返納時または失効時に村に住民登録をしていること
③申請者及び同一世帯員について、村税や使用料な
　どの滞納のないこと
◉支援内容
　デマンド交通ふう太号の回数券（100 円券× 120 枚）
　１人につき３回まで交付可能

◉申請に必要なもの（自主返納日、失効日が確認で
　きる書類）
○自主返納の場合：運転免許の取消通知書
○失効の場合：運転免許経歴証明書（警察署で発行
　する「運転経歴証明書」ではありません）
◉運転免許を自主返納する場合は
　北信運転免許センター（長野市川中島町 704-2）
　☎ 026-292-2345
　飯山警察署　☎ 0269-62-0110
　（※運転免許証をご持参ください）
◉運転免許を失効した場合は
　警察署や駐在所に備え付けの証明書申込用紙に必
要事項を記入し、手数料 670 円を添えて郵便局から
お申込みください（自動車安全運転センターの窓口
でも即時交付はできません）
　自動車安全運転センター長野県事務所
　（北信運転免許センター内）☎ 026-292-5111
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おたふくかぜ予防接種費用の一部助成

健康を増進しましょう
助成を活用して

国民健康保険・後期高齢者医療保険の被保険者の皆さまへ
人間ドック検診費用を増額します

項　目 助　成　額
一泊二日ドック 25,000 円（変更なし）
日帰りドック 15,000 円 → 20,000 円

脳ドック
（国民健康保険のみ） 15,000 円（変更なし）

問合せ：生活環境係　内線１２２

問合せ：健康福祉係　内線１２５

子育て家庭を支援する
新規事業が開始

　村では、今年度から新たにおたふくかぜの蔓
まんえん

延防
止と子育て家庭の経済的負担の軽減を図るため、お
たふくかぜ予防接種費用の一部を助成します。
◉“おたふくかぜ（流行性耳

じ か せ ん え ん

下腺炎）”とは
　３～６歳のお子さんが多く発症する全身感染症で、
潜伏期間の 2 ～ 3 週間の後、発熱などの症状のほか
に耳下腺腫脹が見られ、1 週間程度症状が続きます。
合併症としては、無

むきんせいずいまくえん

菌性髄膜炎、脳炎、膵
すいえん

炎、難聴が
あります。特に難聴合併が発症すると高度以上の難
聴が多く、聴力の回復が困難な場合があります。
◉この予防接種は任意接種です
　予防接種による効果や副反応、健康被害救済制度
などを保護者の方がよく理解いただき、接種につい
てのご判断をお願いします。
　今年度接種をしない場合でも、来年度以降年長児ま
での期間での接種が可能ですので、ご検討ください。

◉対象者
　接種日に村に住所がある満１～６歳（年長児）の
人で、おたふくかぜワクチンの接種を希望する人
◉助成金額
　対象者 1 人につき 1 回のみ（上限 3,000 円）
　※予防接種費用が3,000円未満の場合の助成額は、
　　実費となります。
　※医師の診断の結果、接種できなかった場合の予
　　診料及び検査料等は自己負担となります。
◉申請方法
　医療機関に予防接種費用を全額支払った後、接種
した年度内に、必要書類をお持ちのうえ健康福祉係
へ申請してください。
◉必要書類
　接種したことが分かる書類（接種履歴が記載され
た母子手帳・医療機関から交付された接種済証・領収
書など）と、助成金の振込先口座が分かるもの

　より多くの被保険者に受診していただき、健康の保
持増進につなげるため、令和 2 年 4 月受診分から人間
ドックの検診費用に対する助成金額を増額します。
　年に 1 度は村の健診か人間ドックを受け、ご自身
の健康チェックをしましょう。
◉申請方法
①助成を希望する人は村指定の病院（飯山赤十字病院、
　北信総合病院）に受診の予約をして、役場の窓口に
　ある申請書に必要事項を記入し役場へ提出します。
②申請書の審査後、「人間ドック受診助成券」を発
　行しますので、受診の当日、病院へ提出します。
　検査費用を支払う時に助成額が差し引かれます。
③指定病院以外で受診した場合は、受診後に村へ申
　請してください。

◉申請に必要なもの
　申請には保険証とはんこ（認印）が必要です。受診
後の申請や指定病院以外で受診した人は検査料の領収
書と健診結果票、振込先口座が分かるものが必要です。
◉項目別助成額

◉助成対象者は次の○をすべて満たす人です
○村に住民登録のある、国民健康保険・後期高齢者
　医療保険の加入者
○村が行っている健康診査を受けていない、または
　受ける予定のない人
○病院から村へ検診結果を提供されることに同意で
　きる人
○年度内に 1 度も助成を受けていない人
◯保険料（税）の滞納がない人
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馬
曲
温
泉
い
き
い
き
デ
ー

  

５
月
の
運
行
日
程

◉
運
行
日
程

８
日
㈮　

市
之
割
・
中
町
・
西
町

　
　
　
　

ス
キ
ー
場

12
日
㈫　

内
山
・
平
沢
・
馬
曲

14
日
㈭　

中
村
・
小
見
・
和
栗
・
稲
荷

　
　
　
　

北
鴨
・
栄
町

15
日
㈮　

南
鴨
・
高
石
・
庚
・
部
谷
沢

　
　
　
　

原
大
沢
・
千
石
・
上
千
石

19
日
㈫　

中
島
・
西
小
路
・
糠
千
・
山
口

　
　
　
　

柳
久
保
・
大
町
・
池
の
平

21
日
㈭　

市
之
割
・
中
町
・
西
町

　
　
　
　

ス
キ
ー
場

22
日
㈮　

内
山
・
平
沢
・
馬
曲

26
日
㈫　

中
村
・
小
見
・
和
栗
・
稲
荷

　
　
　
　

北
鴨
・
栄
町

28
日
㈭　

南
鴨
・
高
石
・
庚
・
部
谷
沢

　
　
　
　

原
大
沢
・
千
石
・
上
千
石

29
日
㈮　

中
島
・
西
小
路
・
糠
千
・
山
口

　
　
　
　

柳
久
保
・
大
町
・
池
の
平

　

各
地
区
の
集
合
場
所
に
午
前
９
時
30

分
ま
で
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
（
ス

キ
ー
場
地
区
は
午
前
９
時
15
分
ま
で
）。

　

池
の
平
地
区
の
皆
さ
ま
は
、
お
手
数

で
す
が
、
ご
利
用
の
際
は
馬
曲
温
泉
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
健
康
福
祉
係　

内
線
１
２
４
】

  

風
し
ん
の
抗
体
検
査
を

  

受
け
ま
し
ょ
う

　

令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
限

り
、
特
定
年
齢
の
男
性
を
対
象
に
、
風

し
ん
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
風
し

ん
の
抗
体
検
査
と
定
期
予
防
接
種
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

風
し
ん
は
発
熱
や
発ほ
っ
し
ん疹
等
の
症
状
だ

け
で
な
く
、
重じ
ゅ
う
と
く篤な

合
併
症
を
発
症
す

る
ほ
か
、
妊
娠
中
の
女
性
に
感
染
さ
せ

て
し
ま
う
と
、
出
生
児
が
先
天
性
風
し

ん
症
候
群
を
も
っ
て
生
ま
れ
る
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。

　

ご
自
身
の
健
康
と
周
囲
の
人
々
の
安

全
を
守
る
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会

に
抗
体
検
査
の
実
施
を
お
願
い
し
ま
す
。

◉
対
象
と
な
る
の
は

　

昭
和
37
年
４
月
２
日
～
昭
和
54
年
４

月
１
日
の
間
に
生
ま
れ
た
男
性

◉
ク
ー
ポ
ン
券
で
無
料
に

　

ク
ー
ポ
ン
券
を
医
療
機
関
に
提
示
す

る
と
、
抗
体
検
査
と
予
防
接
種
を
無
料

で
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

ク
ー
ポ
ン
券
は
、
令
和
元
年
度
に
お

送
り
し
た
も
の
（
※
）
か
、
４
月
上
旬
に

お
送
り
し
た
も
の
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

【
健
康
福
祉
係　

内
線
１
２
４
】

※
有
効
期
限
が
１
年
間
延
長
さ
れ
、
今

　

年
度
末
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。

木島平村地域包括支援センター

包括だより

高 齢者の相談窓口 

筋 力アップ教室が始まります

地域包括支援センター
★健康福祉係 内線 125・126　★直通電話 ☎ 0269 ― 82－4771
　高齢者やご家族からの相談をいつでも受け付けています。
　困ったとき、まずは地域包括支援センターまで。

　「体力が落ちてきたから運動したい」、「最近、おばあちゃんが何度も同じことを聞いてくる」、「去
年まで畑をやっていたのに、今年は気力が出ないようだ」、「家族の介護が大変…」。
　自分や家族では解決できずに困っていること、また友人や近所の人が困っているようだ等々どん
な相談にも対応し、一緒に考えていきます。直通の電話もありますので、まずはご連絡ください。

　筋力アップ教室では、ボールやゴムバンドを使った運動、ストレッチなどを行い、丈夫で動きや
すい身体づくりを目指します。全 12 回の教室で、集団での運動のほか、１人ひとりの体力や身体
の状態に合わせた個別メニューもお伝えしています。教室の参加者からは、歩きやすくなった、膝
や腰の痛みが軽くなった、階段をスムーズに登れるようになった等々、運動の効果を実感している
声が聞かれます。
　今年度の第１期の参加者を募集しています。対象者には個別に案内していますが、興味のある方
は一度ご相談ください。
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姉
妹
都
市
通
信

調　

布

姉
妹
都
市
通
信

姉
妹
都
市
25
周
年

114

調
布
市
で
の
４
年
間
を

振
り
返
っ
て

ー
調
布
市
の
魅
力
ー

　

今
回
は
私
が
い
た
調
布
市
で

の
４
年
間
を
振
り
返
っ
て
、
印
象

に
残
っ
て
い
る
調
布
の
魅
力
を

書
か
せ
て
い
た
だ
き
、
最
後
の
寄

稿
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
ず
ス
ポ
ー
ツ
面
で
は
、
調

布
市
に
あ
る
味
の
素
ス
タ
ジ
ア

ム
は
Ｊ
リ
ー
グ
、
Ｆ
Ｃ
東
京
の

ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
な
っ
て

い
ま
す
。
初
め
て
こ
の
ス
タ
ジ

ア
ム
で
試
合
を
観
戦
し
た
と
き

は
、
生
で
見
る
サ
ッ
カ
ー
の
面

白
さ
や
サ
ポ
ー
タ
ー
た
ち
の
熱

気
に
圧
倒
さ
れ
た
こ
と
を
覚
え

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
記
憶
に
新
し
い
ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ2019™

日
本
大
会
が
派
遣
期
間
中
に
開

催
さ
れ
、
調
布
市
も
試
合
会
場

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
期
間
中

は
調
布
市
内
に
国
内
外
の
様
々

な
人
が
集
ま
り
、
い
つ
も
と

違
っ
た
高
揚
し
た
雰
囲
気
を

ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ま
し
た
。

　

文
化
の
面
で
は
、
市
民
が
舞

台
芸
術
を
学
び
楽
し
む
た
め
の

施
設
と
し
て
作
ら
れ
た
「
せ
ん

が
わ
劇
場
」
で
オ
ペ
ラ
鑑
賞
を

し
ま
し
た
。
小
規
模
・
ホ
ー
ル

単
体
施
設
で
あ
る
特
徴
を
活
か

し
て
、
す
ぐ
目
の
前
で
プ
ロ
の

演
劇
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
調
布
市
に
所ゆ
か
り縁
の

あ
る
世
界
的
に
活
躍
し
て
い
る

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
楽
団
Ｂ
Ｃ
Ｊ

（
バ
ッ
ハ
・
コ
レ
ギ
ウ
ム
・
ジ
ャ

パ
ン
）
が
毎
年
開
催
し
て
い
る

国
際
音
楽
祭
も
鑑
賞
し
ま
し

た
。
ど
ち
ら
も
生
で
見
る
プ
ロ

の
演
奏
・
演
劇
の
迫
力
に
感
激

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
映
画
の
ま
ち
調
布
」

で
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
と
お
り
、
調

布
市
は
映
画
に
も
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。
特
に
毎
年
行
っ
て
い

る
「
高
校
生
フ
ィ
ル
ム
コ
ン
テ

ス
ト
」
で
は
高
校
生
が
自
分
た

ち
で
話
を
作
り
、
演
劇
を
行
い

ま
す
。
そ
う
し
て
集
ま
っ
た
作

品
は
プ
ロ
の
目
で
審
査
さ
れ
、

上
位
作
は
表
彰
式
で
市
民
に
発

表
さ
れ
ま
す
。
ど
れ
も
こ
れ
も

高
校
生
と
は
思
え
な
い
完
成
度

に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

街
づ
く
り
で
は
調
布
駅
の
駅

ビ
ル
が
新
し
く
建
設
さ
れ
た
こ

と
も
大
き
な
出
来
事
で
す
。
平

成
29
年
９
月
に
ト
リ
エ
京
王
調

布
の
３
つ
の
大
き
な
ビ
ル
が
建

ち
、
そ
れ
ぞ
れ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

複
合
施
設
、
大
型
家
電
量
販
店
、

映
画
館
に
な
り
調
布
駅
前
が
さ

ら
に
賑
や
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
他
、
ま
だ
ま
だ
書
き
切

れ
な
い
ほ
ど
調
布
の
魅
力
は
あ

る
わ
け
で
す
が
、
文
字
数
の
制

限
も
あ
り
こ
の
辺
で
終
わ
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
東
京
に
行

く
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
調

布
市
に
も
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。
最
後
に
な
り
ま
し
た

が
、
４
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

前
姉
妹
都
市
交
流
推
進
員

　
　
　
　
　
　
　

瀧
澤　

秀
介

　

４
月
の
異
動
で
瀧
澤
に
代

わ
り
、
新
し
く
宮
島
絢
冬
が

交
流
推
進
員
に
な
り
ま
し
た
。

　
皆
さ
ま
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

2020.4

　

テ
レ
ビ
や
新
聞
で
、
注
意
を

呼
び
か
け
ら
れ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
詐
欺
や
悪
徳
商
法

な
ど
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
が
後

を
絶
ち
ま
せ
ん
。
被
害
に
あ
わ

な
い
た
め
に
は
「
自
分
だ
け
は

大
丈
夫
」
と
、
過
信
せ
ず
次
の

こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

 

合
言
葉
を
決
め
ま
し
ょ
う

　

家
族
だ
け
に
し
か
分
か
ら
な

い
「
合
言
葉
」
を
決
め
て
お
く

こ
と
が
被
害
防
止
に
つ
な
が
り

ま
す
。
名
前
や
誕
生
日
は
個
人

情
報
を
知
ら
れ
て
し
ま
う
の
で

避
け
ま
し
ょ
う
。

　

怪
し
い
電
話
対
策
に

　
「
留
守
電
」
を

　

電
話
口
で
犯
人
と
話
す
と
相

手
の
ペ
ー
ス
に
乗
せ
ら
れ
や
す

く
な
り
ま
す
。
家
に
い
る
と
き

で
も
留
守
番
電
話
に
し
て
、
知

ら
な
い
電
話
番
号
に
は
出
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

 
き
っ
ぱ
り
断
り
ま
し
ょ
う

　

必
要
の
な
い
も
の
は
「
い
り

ま
せ
ん
」
と
、
き
っ
ぱ
り
と
断

り
の
意
思
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

一
度
被
害
に
あ
う
と
別
の
業
者

に
名
簿
が
渡
り
二
次
被
害
に
あ

い
や
す
く
な
り
ま
す
。
き
っ
ぱ

り
と
断
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

１
１
８
に
相
談
を

　

詐
欺
や
悪
徳
商
法
は
、
次
々

に
巧
妙
な
手
口
が
現
れ
ま
す
。

少
し
で
も
お
か
し
い
な
と
思
っ

た
り
、
判
断
に
迷
う
こ
と
が
あ

れ
ば
電
話
１
１
８
番
（
消
費
者

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
）
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

【
生
活
環
境
係　

内
線
１
２
１
】

消費者
トラブル ・
被害に
あわないために
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ＡＢ

◉
電
子
メ
ー
タ
ー
の
漏
水
確
認

　

冬
期
間
行
っ
て
い
な
か
っ
た
水
道
・
下

水
道
の
メ
ー
タ
ー
検
針
を
４
月
末
か
ら
行

い
ま
す
。（
ス
キ
ー
場
・
池
の
平
の
自
動
検

針
地
区
は
除
く
）

　

今
回
の
検
針
に
よ
り
、
冬
期
間
に
使
用

し
た
水
量
が
確
定
す
る
た
め
、
概
算
で
い

た
だ
い
て
き
た
料
金
と
、
実
際
に
使
用
し

た
料
金
の
差
額
を
、
５
・
６
月
分
で
精
算
し

ま
す
。
詳
し
い
結
果
は
５
月
中
旬
に
お
送

り
す
る
「
冬
期
精
算
通
知
書
」
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。（
※
３
月
で
自
動
検
針
が
終
了

と
な
っ
た
お
宅
に
は
通
知
が
あ
り
ま
せ
ん
）

　

今
回
の
検
針
時
に
漏
水
が
疑
わ
れ
る
場

合
は
、
検
針
員
が
お
知
ら
せ
を
置
い
て
き

ま
す
。
敷
地
内
で
漏
水
が
確
認
さ
れ
た
ら
、

村
の
水
道
指
定
工
事
店
に
修
理
の
依
頼
を

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
漏
水
の
場
合
に

は
料
金
が
減
免
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
国
調
・
水
道
係
ま
た
は
お
近
く
の

指
定
工
事
店
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◉
上
下
水
道
の
メ
ー
タ
ー
検
針
を
正
確
に

　

行
う
た
め
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

○
水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を

　

置
い
た
り
、
自
動
車
を
止
め
な
い
で
く

　

だ
さ
い
。

○
飼
い
犬
は
、
敷
地
の
出
入
り
口
や
水
道

　

メ
ー
タ
ー
か
ら
離
れ
た
場
所
に
つ
な
い

　

で
く
だ
さ
い
。

◇漏水の確認方法◇
①自宅の全ての水道を止
　める。
②Ａのパイロットが回転も
　しくは点滅している。
③Ｂが点滅している。
②・③がある場合は漏水
しています。国調・水道
係か村の指定工事店にご
相談ください。

矢印の部分が家中の水
を止めても回っている
場合は漏水です。水道
メーターは量水器ボッ
クスの中にあります。

◉
旧
メ
ー
タ
ー
の
漏
水
確
認

上
下
水
道
の
冬
期
精
算
と
漏
水
の
確
認
に
つ
い
て

【
国
調
・
水
道
係　

内
線
１
５
４
】

  

予
防
し
ま
し
ょ
う

  

林
野
火
災
と
枯
草
火
災

　

森
林
は
、
国
土
の
保
全
や
水
源
か
ん

養
な
ど
私
た
ち
の
生
活
に
大
切
な
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
森

林
は
一
旦
火
災
な
ど
で
失
わ
れ
る
と
、

そ
の
大
切
な
機
能
が
回
復
す
る
ま
で
に

は
何
十
年
も
の
年
月
と
多
大
な
コ
ス
ト

を
要
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

山
火
事
の
ほ
と
ん
ど
は
、
人
間
の
不

注
意
に
よ
っ
て
起
き
て
い
ま
す
。
こ
の

こ
と
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
火
の

取
り
扱
い
に
注
意
し
て
、
山
火
事
を
未

然
に
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

◉
春
と
秋
は
山
火
事
多
発
時
期

　

空
気
が
乾
燥
し
て
い
て
、
農
作
業
な

ど
で
火
を
使
う
人
が
増
え
る
時
期
は
山

火
事
が
多
く
発
生
し
ま
す
。

○
山
菜
・
き
の
こ
採
り
な
ど
、
入
山
時

　

の
タ
バ
コ
の
ポ
イ
捨
て
、
た
き
火
は

　

控
え
ま
し
ょ
う
。　
　

○
農
作
業
の
野
焼
き
の
ほ
か
、
お
墓
参

　

り
の
線
香
・
ロ
ウ
ソ
ク
の
火
が
風
に

　

あ
お
ら
れ
て
も
山
火
事
に
な
り
ま
す

　

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
火
の
側
は
、
完
全
に
消
火
を
確
認
し

　

て
か
ら
離
れ
ま
し
ょ
う
。

【
農
林
係　

内
線
１
３
１
】

　

緑
の
募
金
に
ご
協
力
を

　

令
和
元
年
度
に
実
施
し
た
緑
の
募
金

で
は
28
万
６
８
２
１
円
の
募
金
を
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
募
金
は
、

毎
年
公
共
施
設
の
緑
化
や
苗
木
頒
布
会

の
苗
木
代
、
み
ど
り
の
少
年
団
の
活
動

費
な
ど
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

◉
本
年
度
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

本
年
度
も
、
隣
組
回
覧
等
で
各
家
庭

に
チ
ラ
シ
と
緑
の
募
金
用
封
筒
を
お
届

け
し
ま
す
の
で
、
募
金
へ
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

◉
今
年
度
の
苗
木
頒は
ん
ぷ布
会

　

今
年
度
の
苗
木
頒
布
会
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

○
日
時　

５
月
12
日
㈫　

午
前
10
時
～

○
場
所　

役
場
庁
舎
南
側

【
農
林
係　

内
線
１
３
１
】

▲昨年の頒布会の様子



2020.4

23

 

ト
ラ
ク
タ
ー
を
貸
し
て
い
ま
す

　

村
農
業
再
生
協
議
会
で
は
、
農
地

の
荒
廃
防
止
と
新
規
就
農
・
中
小
規

模
農
家
へ
の
支
援
策
と
し
て
農
業
用

機
械（
ト
ラ
ク
タ
ー
）の
貸
付
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

申
込
み
は
、
村
農
業
振
興
公
社
へ

使
用
の
２
日
前
ま
で
に
申
請
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
使
用
に
関
し
て
は
一
定
の

条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
よ

く
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◉
貸
付
機
械

○
21
馬
力
級
ト
ラ
ク
タ
ー

○
ロ
ー
タ
リ
ー

◉
使
用
料

○
半
日
（
４
時
間
ま
で
）
２
５
０
０
円

○
１
日　
　
　
　
　
　

５
０
０
０
円

※
燃
料
は
満
タ
ン
貸
し
出
し
、
満
タ

　

ン
返
し

◉
注
意
事
項

　

使
用
者
原
因
の
破
損
や
故
障
は
、

修
繕
費
全
額
を
ご
負
担
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。【

農
林
係　

内
線
１
３
３
】

　

村
で
は
、
高
校
生
以
上
の
修
学
を
支

援
す
る
た
め
、
無
利
子
で
奨
学
資
金
の

貸
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◉
対
象
者
（

次
の
す
べ
て
を
満
た
す
人
）

○
４
月
１
日
時
点
の
高
校
生
、
専
門
学

　

校
生
、
短
期
大
学
生
、
大
学
生
ま
た

　

は
大
学
院
生
（

通
信
制
を
含
む
）

○
村
に
１
年
以
上
居
住
し
て
い
る
人

○
【
保
護
者
（

夫
婦
）

の
所
得
】
が
、【
基

　

準
額
】
４
６
０
万
円
＋
【
加
算
額
】
扶

　

養
１
人
に
つ
き
38
万
円
＋
老
人
扶
養

　

１
人
に
つ
き
44
万
円
以
下
の
人

○
日
本
学
生
支
援
機
構
な
ど
の
団
体
か

　

ら
、
無
利
子
の
奨
学
金
の
貸
与
を
受

　

け
て
い
な
い
人

◉
貸
与
期
間　

正
規
の
修
学
期
間

◉
貸
付
金
額　

月
額
４
万
円
以
内

　
　
（
高
校
生
の
み
月
額
１
万
円
以
内
）

◉
償
還
期
間　

　

最
終
学
校
を
卒
業
し
て
６
か
月
経
過

後
か
ら
、
貸
与
期
間
の
２
倍
以
内
の
期
間

◉
償
還
の
免
除

○
本
人
死
亡
の
場
合

○
村
内
で
医
師
ま
た
は
歯
科
医
師
と
し

　

て
業
務
に
従
事
し
た
場
合

◉
申
込
み
に
必
要
な
書
類
（

①
～
④
）

①
申
請
書

②
誓
約
書

③
入
学
証
明
書
ま
た
は
在
学
証
明
書

④
保
護
者
の
所
得
・
課
税
・
扶
養
証
明
書

（

①
・
②
は
子
育
て
支
援
係
に
あ
り
ま
す
）

◉
受
付　

・
申
込
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

・
貸
付
を
受
け
る
の
は
、
あ
く
ま
で
も

お
子
さ
ん
で
す
。
申
込
時
に
は
、
必
ず

お
子
さ
ん
と
連
帯
保
証
人
と
な
る
保
護

者
（

父
、
母
な
ど
）
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
子
育
て
支
援
係　

内
線
１
６
２
】

奨
学
資
金
の
貸
付
制
度

お
子
さ
ん
の
修
学
を

　
　
　
　
　

支
援
し
ま
す

　

目
指
せ
被
害
ゼ
ロ
！

　
　

農
薬
は
責
任
を
も
っ
て

　
　
　

正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

　

農
薬
は
、
病
害
虫
の
防
除
を
す
る
際

の
手
段
の
一
つ
と
し
て
使
用
を
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
使
い
方
を
間
違
え
る
と
農

作
物
は
も
と
よ
り
、
周
囲
の
人
や
環
境

に
害
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

農
薬
を
使
用
す
る
際
に
は
、
次
の
点
に

注
意
し
、適
正
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◉
農
薬
使
用
時
の
８
つ
の
注
意
点

○
農
薬
は
ラ
ベ
ル
等
に
記
載
さ
れ
て
い

　

る
使
用
方
法
を
守
り
ま
し
ょ
う

○
散
布
の
際
に
は
、
周
辺
に
飛
散
し
な

　

い
よ
う
に
十
分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

○
農
薬
を
扱
う
際
は
、
防
護
衣
や
マ
ス

　

ク
等
を
着
用
し
ま
し
ょ
う

○
薬
液
が
余
ら
な
い
よ
う
に
必
要
量
を

　

使
用
し
ま
し
ょ
う

○
散
布
後
は
防
除
機
具
等
の
洗
浄
を
十

　

分
に
行
い
、
洗
浄
水
が
河
川
等
へ
流

　

出
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

○
誤
飲
・
誤
食
を
防
ぐ
た
め
、
農
薬
を

　

飲
食
物
等
の
別
の
容
器
に
移
し
替
え

　

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

○
不
要
と
な
っ
た
農
薬
は
、
放
置
を
せ

　

ず
専
門
の
業
者
に
処
理
を
依
頼
す
る

　

等
適
切
に
処
分
し
ま
し
ょ
う

○
防
除
に
際
し
て
は
、
防
除
日
誌
を
つ

　

け
ま
し
ょ
う【

農
林
係　

内
線
１
３
３
】
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健　康

だより

楽
し
く
正
し
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
ま
し
ょ
う
！
①

健康福祉係
内線１２４

保健師
小林　彩

あ み

美

楽しく正しく

　外を歩くにはとても気持ちの良い季節になりました。冬の間の運動不足が気になる人
もいるのではないでしょうか。そこで、年齢問わず誰にでも手軽にできるウォーキング
について、２回に分けてお話しします。

ウォーキングは有酸素運動の代表

ストレッチしてから正しい姿勢で

　「有酸素運動」とは、酸素を使い体内の糖質・脂質を燃やしてエネルギー源にする運
動です。そのため減量などに最適とされています。ウォーキングはその代表です。
　ウォーキングの効果は他にも、①生活習慣病を防ぐ、②老化を防ぐ、③ストレス解消、
④骨を丈夫にする、⑤心肺機能の強化があると言われています。

　体を急に動かすとケガの原因となりますので、自分が気持ち良いと思う範囲内
で、ゆっくりと呼吸を止めずにストレッチを行いましょう。下半身だけでなく、
背中や首など上半身も忘れずに行いましょう。

ウォーキングをしましょう！①

目安は「おしゃべりをしながら歩ける速さ」

　最初は、ゆっくりから始め、体が温まってきたら少しずつスピードを上げます。
クールダウンとして、最後の数分は徐々に速度を落としましょう。

今年度から、「健康ポイント事業」が始まります！
自主的な運動もポイントになるので、この機会にぜひみんなで楽しく

ウォーキングなど運動を始めてみませんか？
（事業の詳しい内容は、４月号の折込チラシをご覧ください）

　 あごを軽く引き、

  目線は 10m くらい先を見る

顔

　 進行方向へ真っすぐ自然に、 歩

   幅はやや広めに脚の付け根から

   大きく動かすイメージで

    引きずるような歩き方だと転んだり、

　 関節を痛めたりしやすくなります

足

   楽な角度で、 肩はすくめずに

   リラックス

   前に振り上げるのではなく、

   後ろに引くイメージで

肘

   猫背にならないように胸を少

　 し張る

   張りすぎると腰痛の原因に

胸

   背筋を伸ばして上から引っ張

　 られている感じで高めを意識

   する

腰
　 かかとからしっかりと地面に着地

　 つま先で地面をしっかりけりだす

足

＜正しい姿勢を意識して＞

5 月号では、場面ごとの歩き方や目的に応じた歩き方について紹介します。
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保育園で卒園式、小学校・中学校で卒業式
　３月には、保育園で卒園式、小学校・中学校で
それぞれ卒業式が行われました。
　どの式典も新型コロナウイルス感染拡大防止の
ために、規模を縮小しての開催となりましたが、
先生や友達との別れを惜しむ子どもたちの姿が見
られました。

（左上：小学校、左下：保育園、下：中学校）

皆さんのまわりにある情報をお寄せ
ください。　政策情報係 / 内線 114

　消費税率の引上げに伴う施設管理に関係する経費
の増加によって、４月１日から次のとおり料金を引
き上げましたので、ご理解をお願いします。
◉新しい火葬場使用料

※管内は、飯山市・木島平村・野沢温泉村
◉エコパーク寒川ごみ処分手数料

※計量は、「10kg 単位」とし、10kg 以上での 10kg
　未満の端数については四捨五入とします

問合せ：岳北広域行政組合☎ 0269-69-1085

岳北広域行政組合
施設使用料及びごみ処分料金の改定について

区　分 単位
使用料

管内 管外

火葬
14 歳未満

１体
8,500 円 29,900 円

14 歳以上 10,600 円 38,400 円
死産児・その他 3,200 円 10,600 円

霊安室（24 時間） １回 21,300 円 32,000 円

区　分 単位等（１回につき） 金額
一般廃棄物 粗大ごみ（10㎏につき） 520 円
事業系一般廃棄物 10㎏につき 26 円
事業系産業廃棄物 粗大ごみ（10㎏につき） 523 円
犬・猫の死体 1 個につき 520 円

　「発達障がい児が安心して大人になっていくため
に～私たちができること～」をテーマにフォーラム
が開催されます。
◉日時
　５月 30 日㈯　午後１時～４時 30 分
　（受付開始　午後０時 30 分）
◉会場
　飯山市文化交流館なちゅら（飯山市飯山 1370-1）
◉講演とシンポジウム
　思春期に大切にしたいこと～自立？自律？～
　本田秀夫氏（信州大学医学部付属病院）
◉主催
　北信地域障がい福祉自立支援協議会
　　　　　　そだちネットワーク部会
◉申込み期日
　５月 15 日㈮までにお申込みください。
　（定員 300 人になり次第、締め切り）
◉申込・問合せ先
　北信圏域障害者総合相談支援センター　ぱれっと
　☎ 0269-233-3525　FAX：0269-23-3521

発達障害支援フォーラムの開催について
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Shimotakai
  Nourin
　 High
　   School

下
高
井
農
林
高
校　

掲
示
板

地
域
の
高
校
「
下
高
井
農
林
高
校
」
の

取
組
み
や
出
来
事
を
紹
介
し
ま
す

　

令
和
元
年
度
卒
業
証
書
授
与
式
が
厳
粛

な
雰
囲
気
の
な
か
、
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

本
来
で
あ
れ
ば
、
３
年
間
の
学
び
の
で
大

き
く
成
長
し
た
姿
を
ご
来
賓
の
皆
様
や
保

護
者
の
皆
様
方
に
ご
覧
い
た
だ
き
、
新
た

な
環
境
に
送
り
出
し
て
あ
げ
た
か
っ
た
わ

け
で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の

感
染
リ
ス
ク
を
下
げ
る
た
め
、
規
模
を
縮

小
し
て
３
年
生
と
在
校
生
の
代
表
者
お
よ

び
職
員
の
み
で
挙
行
い
た
し
ま
し
た
。

　

式
終
了
後
、
各
教
室
に
て
最
後
の
ホ
ー

ム
ル
ー
ム
が
行
わ
れ
、
担
任
の
先
生
か
ら

卒
業
証
書
を
一
人
ひ
と
り
に
言
葉
を
添
え

て
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
本
校
職
員
一
同
、

３
年
生
の
新
た
な
門
出
を
心
よ
り
祝
福
す

る
と
と
も
に
、
新
し
い
世
界
で
大
い
に
活

躍
さ
れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
種
表
彰
も
行
わ
れ
「
産
業
教

育
振
興
中
央
会
御
下
賜
金
記
念
優
秀
卒
業

生
表
彰
」
を
受
け
た
萩
原
武
隆
さ
ん
の
ほ

か
、
21
人
の
生
徒
が
受
彰
し
ま
し
た
。

　

食
文
化
コ
ー
ス
３
年
の
木
鋪
杏
莉
さ
ん

（
城
南
中
）
が
考
案
し
た
「
野
沢
菜
お
や
き

パ
ン
」
が
商
品
化
さ
れ
、「
道
の
駅
野
沢
温

泉
」
と
「LA

telier KURA

」
で
販
売
が
始

ま
り
ま
し
た
。
販
売
初
日
の
２
月
24
日
は
、

試
食
販
売
イ
ベ
ン
ト
が
道
の
駅
で
開
催
さ

れ
、
木
鋪
さ
ん
と
２
年
生
の
宮
﨑
く
ん
（
野

沢
温
泉
中
）
が
試
食
用
の
パ
ン
を
振
る
舞
い

ま
し
た
。
４
月
か
ら
同
コ
ー
ス
を
専
攻
す
る

２
年
生
も
応
援
に
駆
け
つ
け
、
商
品
化
さ
れ

た
約
２
０
０
個
の
パ
ン
を
販
売
し
ま
し
た
。

す
る
と
、
開
始
10
分
で
完
売
と
な
り
、
３
月

24
日
ま
で
の
１
か
月
で
２
３
０
５
個
を
売

り
上
げ
る
人
気
商
品
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
売
上
金
の
一
部
を
台
風
19
号
の
義
援
金

と
し
て
富
井
村
長
に
お
届
け
し
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
を
通
し
て
反
響
の
大
き
さ
に

驚
く
と
同
時
に
、
高
校
生
の
活
動
を
応
援
し

て
く
れ
る
地
域
の
方
々
の
温
か
さ
を
実
感

し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
地
域
に
根
ざ
し
た

活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

　

地
域
資
源
活
用
コ
ー
ス
ほ
う
き
班
２
年
生

３
人
が
、
小
沼
ほ
う
き
の
地
元
、
常
盤
小
学

校
６
年
生
14
人
に
、
ミ
ニ
小
沼
ほ
う
き
を
卒

業
記
念
と
し
て
送
り
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、「
ふ
る
さ
と
の
伝
統
産
業
を

知
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
、
常
盤
小
学
校
出

身
で
ほ
う
き
班
に
所
属
す
る
生
徒
の
強
い
想

い
を
小
学
校
に
伝
え
、
実
現
し
ま
し
た
。
贈

呈
し
た
ミ
ニ
ほ
う
き
は
授
業
や
放
課
後
の
時

間
を
使
い
、
１
本
ず
つ
丁
寧
に
仕
上
げ
、
児

童
一
人
ひ
と
り
に
「
卒
業
お
め
で
と
う
」
と

い
う
言
葉
を
添
え
な
が
ら
、
手
渡
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
小
沼
ほ
う
き
作
り
の
実
演
、
代
表

の
児
童
に
ほ
う
き
作
り
を
体
験
し
て
も
ら
う

な
ど
、
中
身
の
濃
い
式
と
な
り
ま
し
た
。

　

ほ
う
き
班
の
先
輩
か
ら
後
輩
に
小
沼
ほ
う

き
作
り
の
技
術
を
継
承
し
な
が
ら
、
地
域
と

の
交
流
を
通
し
て
ほ
う
き
の
魅
力
を
伝
え
る

活
動
を
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
方
々
に
も
体
験
し
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
。

駐 在 所
だ よ り

木島平村駐在所
☎ 0269-82-4137

　

令
和
２
年
度
長
野
県
警
察
の
組
織
改

正
に
よ
り
木
島
平
村
警
察
官
駐
在
所
の

定
員
が
１
人
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
ま
で
の
２
人
体
制
か
ら
１
人
体
制

と
な
っ
た
た
め
、
私
、
若
槻
徳
道
が
全

村
を
受
け
持
つ
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ま
方
に
ご
不
便
を
お
か
け
し
な
い

よ
う
飯
山
警
察
署
の
各
課
、近
隣
交
番
・

駐
在
所
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
村
民
の

皆
さ
ま
の
安
心
・
安
全
の
た
め
に
警
戒

力
を
発
揮
し
、
事
件
事
故
へ
の
対
応
、

未
然
防
止
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

例
年
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
を
始

め
と
し
た
行
楽
期
は
交
通
量
が
増
加

し
、
観
光
地
に
通
じ
る
道
路
で
の
渋
滞

な
ど
に
よ
る
追
突
事
故
や
、
不
慣
れ
な

道
路
で
の
信
号
機
や
標
識
の
見
落
と
し

令
和
２
年
度
の
木
島
平
村
駐
在

所
の
体
制
が
変
わ
り
ま
し
た

春
の
行
楽
期
に
お
け
る

　
　
　
　
　

交
通
事
故
防
止

卒業式・各種表彰

野沢温泉村の協力で
パンの商品化が実現

常盤小学校６年生に
ミニ小沼ぼうきを贈呈
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2020.4

若槻 徳
のりみち

道
巡査部長

木 島 平 村
駐 在 所

な
ど
に
よ
る
出
会
い
頭
事
故
、
脇
見
運

転
な
ど
に
よ
る
正
面
衝
突
事
故
等
が
多

発
し
ま
す
。

　

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
対
策
な
ど
で
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
中

止
ま
た
は
延
期
さ
れ
、
外
出
も
自
粛
傾

向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
例
年
よ
り
も
行

楽
期
の
交
通
量
は
少
な
く
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
車
等
を
運

転
さ
れ
る
際
は
、
集
中
し
て
運
転
し
、

譲
り
合
い
の
心
で
安
全
運
転
を
心
が

け
、
楽
し
い
外
出
、
ド
ラ
イ
ブ
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

昨
年
県
下
の
春
山
で
は
63
件
の
遭
難

が
発
生
し
、
死
者
・
行
方
不
明
７
人
を

含
む
69
人
が
遭
難
し
ま
し
た
。
春
山
は

天
候
が
急
変
す
る
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す

の
で
、
冬
山
登
山
に
準
じ
た
装
備
を
携

行
し
、
安
全
な
春
山
登
山
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

春
の
行
楽
期
に
お
け
る

　
　
　
　
　

交
通
事
故
防
止

飯　山　市
赤ちゃんからお年寄りまで楽しめる絵本のような音楽会
奇想天外なおもちゃの楽隊　ヒネモス

　日々いたるところで当たり前のように耳にする音楽。でもよくよく考えてみると音楽って謎に満ちている。
そもそも音楽がいつ誰によって、どうやって生まれたのか？
　音楽を聴くだけで感情や風景が浮かんでしまうのはなぜ？
　そんな身近な疑問をヒネモスの親しみやすい楽曲とともにひも解くお話仕立ての演奏会です。
◉日　時　７月 24 日（金・祝）午後２時開演（午後１時 30 分開場）終演午後３時 30 分予定
◉場　所　飯山市文化交流館なちゅら　大ホール
◉入場料　一般 1,500 円（当日 2,000 円）、中学生以下 1,000 円（当日 1,500 円）、未就学児無料（全席自由）
◉前売券　4 月 20 日（月）から販売開始
◉問合せ　飯山市文化交流館なちゅら　☎ 0269-67-0311（火曜日休館）

野沢温泉村 おぼろ月夜の館斑山文庫開館 30 周年記念特別展Ⅰ
「高野辰之の世界－対雲山荘の日々－」

　辰之が対雲山荘で過ごした日々に歩いた場所や関わった人々を辿り、
辰之の愛した野沢温泉の魅力や辰之の人柄に迫る。
◉展示内容　辰之ロードマップ、高野家の調度品、辰之が過ごしたころの
　　　　　　野沢温泉村の写真、辰之の墨跡や書簡
◉展示期間　４月１日（水）～７月５日（日）
◉開館時間　午前９時～午後５時（午後４時 30 分受付終了）
◉休 館 日　月曜日（祝日の場合は翌日）
◉観 覧 料　一般 300 円、小中学生 150 円
◉問 合 せ　おぼろ月夜の館 ―斑山文庫―　☎ /FAX　0269-85-3839

そ
の
他
、
長
野
県
警
で
は

様
々
な
情
報
を
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
へ

※今月の栄村からのお知らせはお休みです。
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４月
15

水
　

心
配
ご
と
相
談
（
電
話
相
談
の
み
）　

９
時
～
12
時

　

狂
犬
病
予
防
接
種
（
～
16
日
）

　

猟
友
会
総
会　

17
時
～

16

木

17

金

18

土

19

日

20

月

21

火

22

水
　

教
育
委
員
会
定
例
会　

15
時
30
分
～

23

木
　

議
会
臨
時
会　

13
時
10
分
～

　

民
生
児
童
委
員
協
議
会　

14
時
～

24

金

25

土
　

や
ま
び
こ
の
丘
公
園
オ
ー
プ
ン

26

日

27

月
　

農
業
委
員
会
総
会　

15
時
～

　

雪
ん
子
人
権
子
ど
も
会　

16
時
40
分
～

　

人
権
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会　

17
時
30
分
～

28

火

29

水
　

村
消
防
団
観
閲
式
・
入
団
式

30

木
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
推
進
委
員
会　

18
時

村
税
等
口
座
振
替
日

村
税
等
納
期
限

昭
和
の
日

広
報
配
布
日

４月の村税等の口座振替日は４月 27日㈪です。
前日までに口座残高の確認をお願いします。

もったいない情報

【生活環境係 内線１２１】

エコパーク寒川
燃やせる

ごみ処分量
令和２年３月 平成31年３月 前年同月比
77,190kg 72,130kg 107％

燃えない
ごみ処分量

令和２年３月 平成31年３月 前年同月比
5,420kg 4,250kg 128％

燃やせるごみ処分量を減らしましょう。
分別収集とリサイクルにご協力ください。
ルールを守り、気持ち良くゴミを出しましょう。

国調・水道係から水質検査計画公表の
　　　　　　　　　　　　　お知らせ

水道水の令和２年度水質検査計画を公表していま
す。村公式ウェブサイトでご覧いただけるほか、
国調・水道係でも閲覧できます。

【国調・水道係　内線１５４】

伝
言
板

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
の

ご
案
内

　

高
校
、
大
学
等
へ
の
入
学

時
・
在
学
中
に
か
か
る
費
用
を

対
象
と
し
た
公
的
な
融
資
制
度

で
す
。

◉
融
資
額

　

お
子
さ
ま
１
人
あ
た
り
、

３
５
０
万
円
以
内

◉
金
利

　

年
１
・
６
６
％　

固
定
金
利

（
令
和
元
年
11
月
１
日
現
在
）

※
母
子
・
父
子
家
庭
、
世
帯
年

　

収
２
０
０
万
円
以
内
の
方
、

　

ま
た
は
子
ど
も
３
人
以
上
の

　

世
帯
か
つ
世
帯
年
収
５
０
０
万

　

円
以
内
の
方
は
、
年
１
・
２
６
％

◉
返
済
期
間　

15
年
以
内

※
交
通
遺
児
家
庭
、
母
子
父
子

　

家
庭
、
世
帯
年
収
２
０
０
万

　

円
以
内
の
方
、
ま
た
は
子
ど

　

も
３
人
以
上
の
世
帯
か
つ
世

　

帯
年
収
５
０
０
万
円
以
内
の

　

方
は
、
18
年
以
内

◉
使
い
道

　

入
学
金
、
授
業
料
、
教
科
書

　

代
、
ア
パ
ー
ト
の
敷
金
・
家

　

賃
な
ど

◉
保
証

　
（
公
財
）
教
育
資
金
融
資
保

　

証
基
金
（
連
帯
保
証
人
に
よ

　

る
保
証
も
可
能
）

◉
詳
し
く
は

　

国
の
教
育
ロ
ー
ン
で
検
索
ま

　

た
は
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
（
０
５
７
０
―

０
０
８
６
５
６
）

　

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◉
問
合
せ
先

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
長
野
支

　

☎
０
２
６
―
２
３
３
―
２
１
４
１ゴミの減量化作戦

きちんと分別　燃やせるごみと資源ごみ

・シニアカー
譲ってください ※掲載期間が６か月

　経過した品物は、
　ふう太ネットで
　紹介しています。

譲りたい、譲ってほしい品物がある人は
生活環境係までご連絡ください。
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５月

公
民
館
関
係
の
行
事
は
36
ペ
ー
ジ「
こ
よ
み
」

社
協
関
係
の
行
事
は
41
ペ
ー
ジ
「
社
協
の
予
定
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い

1

金

2

土
　

高
社
山
展
望
山
頂
リ
フ
ト
営
業
日　

９
時
～
16
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
～
６
日
）

3

日

4

月

5

火

6

水

7

木

8

金

9

土

10

日

11

月

12

火
　

苗
木
頒
布
会　

10
時
～

13

水
　

心
配
ご
と
相
談
（
電
話
相
談
の
み
）　

９
時
～
12
時

14

木
　

健
康
相
談
・
介
護
相
談　

９
時
～
11
時

　

学
校
運
営
協
議
会　

15
時
30
分
～

15

水

憲
法
記
念
日

み
ど
り
の
日

こ
ど
も
の
日

振
替
休
日

広
報
配
布
日

市町村 火災 救助 救急 市町村 火災 救助 救急 市町村 火災 救助 救急

木島平村 0 0 20 野沢温泉村 0 0 16 その他 0 0 9

飯山市 0 3 81 栄村 0 0 13 《合計》 0 0 139

件 件 件 件 件件 件件 件３月の出動件数（岳北消防本部）

受付：13：00 ～ 13：30
場所：保健センター
◉ヒブ・肺炎球菌：５月 18 日㈪

日にち：４月 20 日㈪
受付：11：45 ～ 12：00
場所：木島平クリニック
対象：令和元年度９月生まれ

日にち：５月 13 日㈬
受付：13：15 ～ 13：45
場所：保健センター
対象：令和２年１～３月生まれ

日時：５月14 日㈭
           ９：00 ～ 11：00
場所：保健センター
 

今年度のおひさま広場は、新型コロ
ナウイルス感染拡大防止のため、し
ばらくの間お休みになります。
今後の予定につきましては随時お知
らせします。

予 防 接 種

BCG 予防接種

子ども健康相談

乳児整形検診

おひさま広場

おひさま教室

確かめて　寝る前出る前　もう一度

【４月 20 日㈪～５月 19 日㈫】

場所：ケヤキの森公園
（新型コロナウイルス感染拡大防

止のため、おひさま保育園プレー
ルームではなく、ケヤキの森公園
で行います。）
◉ケヤキの森公園で遊ぼう！
　※雨天中止となります。
　※帽子やベビーカー、水分補給
　　用の水筒等をお持ちください。
　※保護者の方はマスクの着用を
　　お願いします。
○４月 21 日㈫　９：45 から
○４月 28 日㈫　９：45 から
○５月 12 日㈫　９：45 から
○５月 19 日㈫　９：45 から



　
◆
職
員
の
服
務
の
宣
誓
に
関
す
る
条
例

　
　

外
国
語
指
導
助
手
の
服
務
の
宣
誓

　

方
法
を
追
加
。

◆
税
条
例

　

「
国
民
健
康
保
険
税
」
の
賦
課
限
度

　

額
お
よ
び
所
得
判
定
基
準
額
を
改
正
。

◆
下
水
道
条
例

◆
高
社
簡
易
水
道
条
例

◆
水
道
条
例

　
　

右
記
３
件
は
７
月
請
求
分
か
ら
の

　

料
金
改
定
。（
詳
細
は
広
報
６
月
号
に

　

掲
載
予
定
）

◆
公
営
企
業
条
例

　
　

地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴
う
「
条

　

ズ
レ
」
（
条
項
番
号
ず
れ
）
を
整
理
。

◆
特
別
職
の
職
員
等
の
給
与
の
特
例
に

　

関
す
る
条
例

　
　

財
政
状
況
が
厳
し
い
た
め
、
村
長
、

　

副
村
長
、
教
育
長
の
給
料
を
減
額
。

　

（
村
長
20
％
、副
村
長
、教
育
長
10
％

　

ず
つ
。
令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で
）

No.226

令和２年３月 第１回定例会
新年度予算はじめ39議案を審議

２月27日から３月13日まで

令
和
２
年 

第
１
回
定
例
会
の
議
案
等
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新庁舎で初の定例会

令
和
元
年
度 

補
正
予
算

        

お
よ
び

令
和
２
年
度 

当
初
予
算
を

        

修
正
可
決

議会に対するご意見
をお聞かせください。
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◆
ホ
テ
ル
シ
ュ
ー
ネ
ス
ベ
ル
ク
関
連

〇
「
浴
場
ろ
過
装
置
」
の
故
障
に
よ
る

　

更
新
費
用
を
全
額
削
除
。

　

（
令
和
元
年
度 

補
正
予
算

　
　
　
　
　
　

△
２
０
０
１
万
６
千
円
）

〇
全
館
空
調
の
不
具
合
に
伴
う
「
各
室

　

へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
費
用
」
を
全
額

　

削
除
。

　

（
令
和
２
年
度 

当
初
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　

△
１
３
０
０
万
円
）

修
正
理
由

　
　

今
後
５
年
間
の
シ
ュ
ー
ネ
ス
ベ
ル
ク

　

の
修
繕
見
込
額
は
高
額
で
あ
る
。
施

　

設
売
却
の
意
向
も
あ
り
な
が
ら
、
将

　

来
的
な
あ
り
方
が
定
ま
ら
な
い
中
で

　

の
設
備
投
資
は
認
め
ら
れ
な
い
た
め
。

　
◆
観
光
振
興
局
へ
の
運
営
補
助
金
を
減
額

　

（
令
和
２
年
度 

当
初
予
算

　
　

１
千
万
円
を
６
０
０
万
円
に
減
額
）

修
正
理
由

　
　

組
織
の
目
的
に
沿
っ
た
進
展
が
感

　

じ
ら
れ
ず
、
組
織
の
運
営
努
力
を
促

　

し
た
い
た
め
。

条
例（
一
部
改
正
）

　

新
し
い
議
場
で
の
初
め
て
の
定
例
会

で
、「
令
和
元
年
度 

補
正
予
算
」
お
よ

び
「
令
和
２
年
度 

当
初
予
算
」
は
じ
め
、

左
記
の
議
案
等
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
本
会
議
で
は
、
予
算
決
算

常
任
委
員
会(
土
屋
喜
久
夫
委
員
長
＝

議
長
を
除
く
全
議
員
で
審
議)

で
決
議

さ
れ
た
減
額
修
正
案
を
可
決
、
ま
た
修

正
部
分
以
外
の
予
算
、
そ
の
他
の
議
案

は
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

修
正
内
容
は
下
段
の
と
お
り
で
す
。

・
条
例　
　
　
　
　
　
　
　

（
７
件
）

・
令
和
元
年
度 

補
正
予
算　

（
７
件
）

・
令
和
２
年
度 

当
初
予
算　

（
12
件
）

・
そ
の
他
の
事
件　
　
　
　

（
６
件
）

・
同
意　
　
　
　
　
　
　
　

（
１
件
）

・
請
願　
　
　
　
　
　
　
　

（
１
件
）

・
陳
情　
　
　
　
　
　
　
　

（
３
件
）

・
選
挙　
　
　
　
　
　
　
　

（
２
件
）

減
額
修
正
の
内
容



◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
（
再
任
）

　
　
　

小
林　

政
敏
さ
ん
（
大　

町
）

◆
選
挙
管
理
委
員

　
　
　

川
口　

重
喜
さ
ん
（
中　

村
）

　
　
　

渡
辺　
　

隆
さ
ん
（
糠　

千
）

　
　
　

湯
本　

泰
治
さ
ん
（
南　

鴨
）

　
　
　

本
山　

博
一
さ
ん
（
平　

沢
）

◆
選
挙
管
理
委
員
補
充
員

　
　
　

佐
藤　

𠮷
一
さ
ん
（
大　

町
）

　
　
　

湯
本　

寛
文
さ
ん
（
柳
久
保
）

　
　
　

島
﨑
多
喜
夫
さ
ん
（
内　

山
）

　
　
　

小
林　

敏
彦
さ
ん
（
原
大
沢
）

◆
下
高
井
農
林
高
校
を
地
域
キ
ャ
ン
パ

　

ス
（
分
校
）
化
で
は
な
く
、
現
在
の

　

ま
ま
存
続
を
求
め
る
請
願

◆
国
土
交
通
省
告
示
第
98
号
の
履
行
に

　

関
す
る
陳
情

◆
女
性
の
農
業
委
員
及
び
農
地
利
用

　

最
適
化
推
進
委
員
の
登
用
に
向
け
た

　

要
請

◆
医
師
養
成
定
員
を
減
ら
す
政
府
方
針

　

の
見
直
し
を
求
め
る
陳
情

　
　
　
　
　
　

（
千
円
以
下
四
捨
五
入
）

◆
一
般
会
計

　

主
に
事
業
実
績
に
伴
う
精
算
・
調
整

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か

　

補
正
額　
　
　
　

△
２
０
０
２
万
円

　

総　

額　
　
　

41
億
２
４
５
６
万
円

　
◆
国
民
健
康
保
険

　
　

保
険
税
の
減
収
分
を
国
保
基
金

　

か
ら
の
繰
入
れ
で
補
て
ん
。

　

補
正
額　
　
　

増
減
な
し

　

総　

額　
　
　

５
億
６
８
８
４
万
円

◆
介
護
保
険

　
　

国
や
県
か
ら
の
保
険
給
付
費
等
が

　

減
額
に
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
超
過

　

分
を
基
金
か
ら
の
繰
入
れ
で
対
応
。

　

補
正
額　
　
　
　
　

△
９
１
２
万
円

　

総　

額　
　
　

６
億
１
７
７
２
万
円

◆
下
水
道

・
消
費
税
額
の
確
定
に
伴
う
減
額

・
光
熱
費
ほ
か
事
業
実
績
に
伴
う
精
算

　

補
正
額　
　
　
　
　
　
　

△
51
万
円

　

総　

額　
　
　

３
億
７
５
０
６
万
円

◆
高
社
簡
易
水
道

　
　

牧
の
入
地
区（
中
野
市
地
籍
）の

　

認
可
申
請
事
業
を
次
年
度
以
降
に

　

送
っ
た
こ
と
に
伴
う
減
額
ほ
か
。
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同　

意

選　

挙

　

補
正
額　
　
　
　
　

△
４
７
０
万
円

　

総　

額　
　
　
　
　

１
４
０
３
万
円

◆
水
道
事
業

　

・
固
定
資
産
除
却
費　

１
１
８
万
円

　

・
中
町
・
栄
町
の
消
火
栓
の
修
繕
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

85
万
円

　

今
年
度
の
予
算
概
要
、
主
な
事
業
等

の
詳
細
は
２
～
５
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
　
　
　
　
　

（
千
円
以
下
四
捨
五
入
）

◆
情
報
通
信　
　
　
　

６
６
１
８
万
円

◆
学
校
給
食　
　
　
　

２
０
４
０
万
円

◆
奨
学
資
金
貸
付
事
業　

７
３
５
万
円

◆
後
期
高
齢
者
医
療　

６
４
０
６
万
円

◆
国
民
健
康
保
険
５
億
５
９
２
１
万
円

◆
介
護
保
険　
　

６
億
３
１
３
１
万
円

◆
観
光
施
設　
　
　
　

  

５
１
９
０
万
円

　
　
　

    

（
減
額
修
正
前 

６
４
９
０
万
円
）

◆
下
水
道　
　
　

３
億
９
７
９
４
万
円

◆
農
業
集
落
排
水　
　

２
０
６
１
万
円

◆
高
社
簡
易
水
道　
　

１
２
９
１
万
円

◆
水
道
事
業　
　

１
億
５
５
６
０
万
円

特
別
会
計
ほ
か

令
和
２
年
度 

当
初
予
算

一
般
会
計
総
額

36
億
５
１
０
０
万
円
を
可
決

◆
指
定
管
理
者
の
指
定

○
観
光
施
設
等

　
　

木
島
平
観
光
株
式
会
社

○
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　

一
般
社
団
法
人 

　
　
　
　

木
島
平
村
観
光
振
興
局

○
内
山
手
す
き
和
紙
体
験
の
家

　
　

内
山
和
紙
振
興
会

○
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
場

　
　

木
島
平
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

◆
計
画
変
更
・
計
画
策
定

○
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
変
更

　
　

過
疎
債
（
国
か
ら
70
％
の
交
付
税

　

措
置
）を
受
け
る
た
め
の
計
画
の
追
加
。

・
馬
曲
温
泉
公
園
の
管
理
運
営
事
業

・
路
肩
の
草
刈
車
の
購
入

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の

　

建
設
補
助　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

○
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の

　

総
合
整
備
計
画
の
策
定

　
　

辺
地
債
（
国
か
ら
80
％
の
交
付
税

　

措
置
）
を
受
け
る
た
め
の
計
画
。　

　
　
　
　

（
令
和
２
年
度
か
ら
５
年
間
）

・
清
水
平
林
道
（
カ
ヤ
の
平
へ
の
路
線
）

　

の
改
良
工
事

・
や
ま
び
こ
の
丘
公
園
の
施
設
整
備

・
馬
曲
温
泉
掘
削
・
改
修

・
郷
の
家
の
改
修　
　
　
　
　
　

ほ
か

そ
の
他
案
件

令
和
元
年
度 

補
正
予
算

陳
情
等

（
採
択
）

請　

願

（
趣
旨
採
択
）



予
算
に
対
す
る
討
論
（
要
旨
抜
粋
）

　

予
算
の
採
決
に
先
立
ち
、
２
人
の
議
員
が

討
論
を
行
い
ま
し
た
。

32

【
当
初
予
算
に
対
す
る
反
対
討
論
】

　
　
　
　
　
　
　
　

芳
川 

修
二 

議
員

　

平
成
22
年
に
、
過
疎
地
域
に
指
定
さ
れ
た

こ
と
で
過
疎
債
と
い
う
財
政
的
な
優
遇
措
置

を
受
け
て
い
る
が
、
人
口
減
少
が
加
速
す
る

中
、
令
和
２
年
度
の
国
勢
調
査
の
結
果
に
基

づ
き
、
主
要
財
源
の
地
方
交
付
税
は
、
減
収

に
な
る
こ
と
が
目
に
見
え
て
い
る
。

　

過
疎
債
の
活
用
と
財
政
運
営
に
は
、「
過

疎
か
ら
の
脱
却
」
と
い
う
大
き
な
目
標
を
据

え
、
地
域
経
済
の
活
性
化
と
ふ
る
さ
と
に
誇

り
を
持
て
る
村
づ
く
り
を
進
め
、
人
口
減
少

を
食
い
止
め
る
施
策
を
展
開
す
る
こ
と
だ
と

考
え
る
。

　

予
算
の
内
容
に
、
過
疎
債
と
し
て
３
億
円

ほ
ど
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
地
域
活
性
化
や

人
口
減
少
の
抜
本
的
な
歯
止
め
に
な
る
か
疑

問
が
残
る
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
限
ら
れ
た
財
源

を
有
効
に
使
う
べ
く
、
取
り
組
む
事
業
の
実

効
性
と
効
果
を
配
慮
し
た
予
算
と
は
感
じ
ら

れ
な
い
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
令
和
２
年
度
一
般

会
計
予
算
に
反
対
の
意
を
表
明
す
る
。

賛否が分かれた議案等（起立採決の結果）

■表の説明：〇賛成（起立）、×反対（議長は議決に参加しないため、議員名から外しています）

案　
　

件
議　　　案　　　等

議　　員　　名
山
﨑　

栄
喜

山
浦　
　

登

山
本　

隆
樹

芳
川　

修
二

丸
山　

邦
久

勝
山　
　

卓

土
屋
喜
久
夫

勝
山　
　

正

江
田　

宏
子

条
例

特別職の職員等の給与の特例に関する条例の一部改正
【内容】村長の給料を 20％、副村長・教育長の給料を 10％ずつ減額。 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇

予
算（
補
正
）

令和元年度 一般会計補正予算の修正案【内容】30 ページのとおり。 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇

令和元年度 観光施設特別会計の修正案【内容】30 ページのとおり。 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇

予
算（
当
初
）

令和２年度 一般会計予算の修正案【内容】30 ページのとおり。 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇

令和２年度 一般会計予算 【内容】修正案以外の原案について。 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇

令和２年度 観光施設特別会計の修正案【内容】30 ページのとおり。 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇

請
願

下高井農林高校を地域キャンパス（分校）化ではなく、現在のまま存続
を求める請願

【内容】委員会審査の「趣旨採択」に賛成か否かを採決。
〇 × × × × 〇 〇 〇 〇

発
議

下高井農林高校を地域キャンパス（分校）化ではなく、現在のまま存続
を求める意見書

【内容】上記についての要請を、県知事と県教育長に 提出する。
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

【「
修
正
案
」へ
の
賛
成
討
論
】

　

 

山
﨑 

栄
喜 

議
員

　

ホ
テ
ル
シ
ュ
ー
ネ
ス
ベ
ル
ク
は
、
７
か

月
間
の
営
業
だ
が
、
過
去
５
年
間
で
最
も

利
用
者
が
多
い
平
成
30
年
度
の
稼
働
率
で

も
13
％
と
非
常
に
低
い
。

　

村
長
は
、当
該
ホ
テ
ル
に
つ
い
て「
廃
止

や
売
却
を
含
め
今
後
の
方
針
を
決
定
し
て

い
く
考
え
」
と
一
般
質
問
で
答
弁
さ
れ
た
。

　

こ
の
方
針
が
決
定
す
る
ま
で
は
、
浴
場

用
ろ
過
装
置
の
修
繕
等
は
見
送
り
、
馬
曲

温
泉
や
パ
ノ
ラ
マ
ラ
ン
ド
の
浴
場
を
利
用

い
た
だ
く
こ
と
で
、
新
た
な
魅
力
が
生
ま

れ
る
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
、
民
間
宿
泊

施
設
の
活
用
も
あ
る
。

　

観
光
振
興
局
は
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
や

新
年
度
の
計
画
を
見
る
と
、
補
助
金
を
増

額
し
て
も
う
ま
く
機
能
す
る
と
は
思
え
な

い
。
組
織
の
確
立
が
先
で
あ
る
。

　

村
の
基
金
は
、
来
年
度
末
に
は
取
り
崩

し
に
よ
り
４
億
７
千
万
円
近
く
減
少
が
見

込
ま
れ
、
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増
す
財
政

状
況
の
中
で
、
廃
止
か
売
却
を
考
え
て
い

る
施
設
に
投
資
し
、
十
分
な
機
能
が
見
込

め
な
い
団
体
へ
の
補
助
金
の
増
額
は
、
住

民
の
理
解
は
得
ら
れ
な
い
と
思
わ
れ
、
議

員
と
し
て
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

以
上
の
理
由
か
ら
修
正
案
に
賛
成
す
る
。
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人
権
学
習
会

　

今
期
２
回
目
と
な
る
、
議
員
の
人
権

学
習
会
を
２
月
６
日
（
木
）
に
行
い
ま

し
た
。

　

今
回
は
、
部
落
解
放
同
盟
木
島
平
支

部
長
の
大
崎 

博
さ
ん
と
、
人
権
同
和

教
育
指
導
員  

兼  

人
権
啓
発
推
進
員
の

山
屋
秀
夫
さ
ん
を
講
師
に
、
部
落
差
別

問
題
に
つ
い
て
、
見
識
を
深
め
ま
し
た
。

　
「
部
落
差
別
は
、
表
に
出
て
こ
な
い

だ
け
」「
現
在
進
行
形
」
と
い
う
お
話
や
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
、
ネ

ッ
ト
差
別
が
爆
発
的
に
増
え
て
い
る
こ

と
な
ど
の
例
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
学
習
に
よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
差

別
の
根
絶
に
向
け
て
、
さ
ら
な
る
活
動

が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
再
認
識
し

ま
し
た
。

【
趣
旨
採
択
に
反
対
の
討
論
】

　
　
　
　
　
　

山
浦　

登 

議
員

　

今
回
、
同
一
の
請
願
書
が
岳
北
４
市

村
に
提
出
さ
れ
、
野
沢
温
泉
村
、
栄
村

の
両
議
会
で
は
「
採
択
」
だ
っ
た
。

　

本
村
議
会
で
は
、
総
務
民
生
文
教
常

任
委
員
会
に
お
い
て
「
趣
旨
採
択
」

（
実
現
性
の
面
で
確
信
が
持
て
な
い
が
、

不
採
択
に
も
で
き
な
い
場
合
の
決
定
方

法
）
と
な
っ
た
。

　

「
趣
旨
採
択
」
で
は
、
今
後
の
取
り

組
み
に
も
影
響
が
出
る
。
ま
た
、
請
願

者
・
署
名
人
の
真
意
が
届
か
ず
、
請
願

の
主
旨
に
対
す
る
本
村
議
会
の
姿
勢
が

問
わ
れ
る
こ
と
に
も
な
る
。

　

県
教
委
へ
の
意
見
書
提
出
期
限
が

１
年
余
り
残
っ
て
お
り
、
よ
り
多
く
の

村
民
や
関
係
者
に
説
明
し
、
意
見
・
要

望
を
聞
く
機
会
を
設
け
、
議
論
の
中
で

意
見
書
を
ま
と
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

請
願
を
「
採
択
」
し
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
す
る
。

※
山
本 

隆
樹 

議
員
か
ら
も
「
採
択
」

　

を
求
め
る
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

【
趣
旨
採
択
に
賛
成
の
討
論
】

江
田 

宏
子 

議
員

　

こ
の
請
願
書
は
、
県
に
対
し
、

①
下
高
井
農
林
高
校
を
、
再
編
計
画

　

の
第
１
次
分
（
３
月
と
り
ま
と
め

　

分
）
に
盛
り
込
ま
な
い
こ
と

②
30
人
規
模
学
級
編
成
を
高
校
に
も

　

導
入
す
る
こ
と

③
中
山
間
存
立
特
定
校
指
定
の
３
要

　

件
を
緩
和
し
、
下
高
井
農
林
高
校

　

に
も
適
用
す
る
こ
と

の
３
点
を
要
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
「
キ
ャ
ン
パ
ス
化
」の
方
針
は
、「
生

徒
数
が
県
の
基
準
を
下
回
っ
た
ら
」

と
い
う
こ
と
で
、
下
回
ら
な
け
れ
ば

農
林
高
校
と
し
て
存
続
で
き
る
。
今
、

県
に
訴
え
る
べ
き
こ
と
は
、
中
学
生

に
選
ば
れ
る
よ
う
な
「
施
設
整
備
」

や
「
魅
力
ア
ッ
プ
の
た
め
の
サ
ポ
ー

ト
」
に
力
を
注
い
で
も
ら
い
た
い
と

い
う
こ
と
。

　
「
趣
旨
採
択
」は「
否
決
」で
は
な
い
。

「
村
か
ら
学
び
の
場
を
な
く
さ
な
い
」

こ
と
や
「
農
林
高
校
の
存
続
」
に
向

け
て
の
想
い
は
請
願
者
の
皆
さ
ん
と

同
じ
だ
が
、
請
願
項
目
に
つ
い
て
は

再
考
す
べ
き
点
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
、「
趣
旨
採
択
」
を
支
持
す
る
。

請
願
（
趣
旨
採
択
）
に
対
す
る
討
論

　

「
下
高
井
農
林
高
校
を
地
域
キ
ャ
ン
パ

ス
（
分
校
）
化
で
は
な
く
、
現
在
の
ま
ま

の
存
続
を
求
め
る
請
願
」

定
例
会
以
外
の
活
動人権学習会の様子

　　

左
記
２
件
の
意
見
書
を
国
に
提
出

◆
地
域
医
療
を
守
る
こ
と
に
つ
い
て

　

の
意
見
書

【
意
見
書
の
要
旨
】

　

厚
生
労
働
省
に
よ
り
「
再
編
・
統

合
が
必
要
」
と
判
断
し
た
病
院
名
に

「
飯
山
赤
十
字
病
院
」
も
含
ま
れ
て

い
た
。
当
地
域
は
高
齢
化
率
が
高
く
、

病
院
機
能
の
維
持
・
強
化
は
最
重
要

課
題
で
あ
る
。
地
域
の
実
情
を
踏
ま

え
、
地
域
医
療
を
守
る
た
め
の
支
援

の
拡
充
を
要
請
す
る
。

◆
千
曲
川
・
信
濃
川
（
飯
山
・
中
里

　

間
）の
「
中
抜
け
区
間
」
の
解
消
に

　

向
け
た
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書

【
意
見
書
の
要
旨
】

　

国
が
管
理
す
る
千
曲
川
・
信
濃
川

に
お
い
て
、
一
部
、
県
が
管
理
す
る

区
間
（
飯
山
市
の
湯
滝
橋
か
ら
新
潟

県
中
里
ま
で
の
約
40
㎞
）、
い
わ
ゆ

る
「
中
抜
け
区
間
」
が
あ
る
。
維
持

管
理
、
洪
水
対
応
等
の
適
時
的
確
な

実
施
体
制
を
確
保
す
る
た
め
、
中
抜

け
区
間
の
解
消
に
向
け
た
見
直
し
を

要
請
す
る
。

議
員
発
議
（
意
見
書
）
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【
第
１
日
目
】
（
３
月
11
日
）

◆
土
屋 

喜
久
夫

　

①
集
落
支
援
の
方
策
は
い
か
が
か

　

②
三
重
苦
下
の
経
済
振
興
方
策
は

　

③
認
知
症
発
症
者
保
険
の
公
費
負
担
は

　
　

で
き
な
い
か

◆
山
浦　

登

　

①
飯
山
赤
十
字
病
院
再
編
統
合
問
題

　

②
消
費
税
引
き
上
げ
に
よ
る
影
響

　

③
地
球
温
暖
化
と
異
常
気
象
の
対
応

　

④
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

　

⑤
フ
ァ
ー
ム
ス
木
島
平
の
今
後
は

　

⑥
農
産
品
の
加
工
販
売
に
つ
い
て

◆
山
本 

隆
樹

　

①
下
高
井
農
林
高
校
の
存
続

　

②
「
里
山
の
家
木
島
平
」
の
３
階
研
修

　
　

宿
泊
施
設
の
利
用
に
つ
い
て

　
◆
江
田 

宏
子

　

①
子
ど
も
た
ち
が
い
き
い
き
過
ご
せ
る

　
　

環
境
づ
く
り
に
つ
い
て

　

②
学
校
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
は

　

③
村
の
総
合
戦
略
に
つ
い
て

【
第
２
日
目
】
（
３
月
12
日
）

◆
芳
川 

修
二

　

①
第
３
セ
ク
タ
ー
木
島
平
観
光
㈱
へ
の

　
　

資
金
の
貸
し
付
け
に
つ
い
て

　

②
村
の
観
光
振
興
は

　

③
過
疎
か
ら
の
脱
却
と
財
政
運
営

　

④
社
会
福
祉
協
議
会
施
設
建
設
補
助

　

⑤
下
高
井
農
林
高
校
の
存
続
に
つ
い
て

◆
勝
山　

卓

　

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
対
策

　

②
持
続
可
能
な
村
づ
く
り
に
つ
い
て

◆
丸
山 

邦
久

　

①
19
号
台
風
が
残
し
た
教
訓

　

②
夏
場
の
渇
水
対
策
は

　

③
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て

◆
勝
山　

正

　

①
広
域
交
通
網
と
運
転
免
許
自
主
返
納

　
　

に
対
す
る
助
成
は

　

②
集
落
支
援
員
に
つ
い
て

◆
山
﨑 

栄
喜

　

①
ホ
テ
ル
シ
ュ
ー
ネ
ス
ベ
ル
ク
に
つ
い
て

　

②
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

　

③
中
学
生
を
対
象
と
し
た
模
擬
議
会
の

　
　

開
催
は

※
質
問
・
答
弁
の
要
旨
は
来
月
（
５
月
号
）

　

の
議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
ま
す
。

　

３
月
11
・
12
日
に
、
９
人
の
議
員

が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

各
議
員
の
一
般
質
問
の
項
目

３
月
の
審
査
意
見

①
職
員
研
修
に
つ
い
て
、
職
場
全
体

の
意
識
や
資
質
の
向
上
が
図
ら

れ
る
よ
う
、
よ
り
多
く
の
職
員

が
参
加
し
や
す
い
場
で
の
研
修

の
機
会
を
増
や
さ
れ
た
い
。

②
集
落
支
援
員
制
度
に
か
か
る
職
員

の
採
用
が
各
課
に
及
ん
で
い
る

が
、
他
組
織
（
社
協
・
農
業
振

興
公
社
・
観
光
振
興
局
）
に
配

置
さ
れ
る
職
員
の
労
務
管
理
に

つ
い
て
、
明
確
な
契
約
を
さ
れ
、

適
正
な
管
理
に
努
め
ら
れ
た
い
。

③
公
共
施
設
の
指
定
管
理
の
更
新
が

行
わ
れ
て
い
る
が
、
指
定
管
理

制
度
の
本
旨
に
立
ち
返
り
、
管

理
費
の
削
減
に
努
め
ら
れ
た
い
。

④
フ
ァ
ー
ム
ス
木
島
平
の
自
動
ド
ア

設
置
、
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
の
塀

の
撤
去
な
ど
、執
行
に
あ
た
っ
て
は

　

必
要
性
を
十
分
検
討
さ
れ
た
い
。

⑤
雪
国
で
あ
る
本
村
に
お
い
て
住
宅

団
地
の
造
成
が
予
定
さ
れ
て
い

る
が
、
隣
接
す
る
桜
ケ
丘
団
地

及
び
御
殿
団
地
の
反
省
点
を
踏

ま
え
、
区
画
等
に
つ
い
て
慎
重

に
対
応
さ
れ
た
い
。

　

３
月
定
例
会
で
付
し
た
審
査
意
見
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

①
サ
ッ
カ
ー
場
と
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
競
技
場
の
指
定
管
理
者
が

別
組
織
と
な
っ
た
。
共
用
部
分

も
あ
り
、
管
理
に
齟
齬
（
そ
ご
）

が
生
じ
な
い
よ
う
、連
携
を
密

に
し
、利
用
者
に
影
響
の
無
い
よ

う
指
導
さ
れ
た
い
。

②
過
疎
自
立
促
進
計
画
、
辺
地
整

備
計
画
の
変
更
が
あ
る
が
、
限

り
あ
る
財
源
の
中
で
、
公
共
施

設
の
取
捨
選
択
は
必
至
。
個
別

施
設
計
画
の
策
定
に
は
、
村
の

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
し
っ
か
り
見

据
え
た
上
で
検
討
を
行
い
、
判

断
の
先
送
り
に
よ
り
必
要
以
上

の
予
算
を
費
や
す
こ
と
の
な
い

よ
う
、
早
期
に
具
体
案
を
示
さ

れ
た
い
。

①
指
定
管
理
施
設
が
適
正
に
管
理

　

さ
れ
る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

予
算
決
算
常
任
委
員
会

総
務
民
生
文
教
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会
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（
可
決
）

　

令
和
２
年
２
月
６
日
（
木
）

条
例
の
一
部
改
正

◆
地
域
優
良
賃
貸
住
宅
管
理
条
例

　
　

中
村（
旧
北
部
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

　

に
建
設
中
の
村
営
住
宅
に
４
月
か
ら

　

入
居
で
き
る
よ
う
、
早
期
の
募
集
を

　

可
能
に
す
る
た
め
の
条
例
改
正
。

　

こ
の
ほ
か
、
年
度
当
初
か
ら
事
業
を

執
行
で
き
る
よ
う
、
事
前
の
契
約
を
可

能
に
す
る
た
め
の
債
務
負
担
行
為
（
※
）

の
補
正
。（
次
の
４
件
の
特
別
会
計
ほ
か

も
同
様
の
補
正
）

◆
情
報
通
信

◆
下
水
道

◆
農
業
集
落
排
水
事
業

◆
水
道
事
業

令
和
２
年 

第
２
回
臨
時
会

※
債
務
負
担
行
為
と
は

　

複
数
年
度
に
わ
た
る
契
約
等
の
支
出

見
込
額
ま
た
は
限
度
額
を
あ
ら
か
じ
め

予
算
と
し
て
設
定
す
る
行
為
。

補
正
予
算

◆
一
般
会
計

〇
ス
キ
ー
大
会
等
の
全
国
大
会
出
場
の

　

激
励
金

〇
台
風
19
号
災
害
の
稲
わ
ら
除
去
事
業

〇
地
籍
調
査
事
業
の
早
期
着
手

ほ
か

　

補
正
額　
　
　

３
４
２
２
万
４
千
円

　

総　

額　

41
億
８
１
２
９
万
９
千
円

（
可
決
）

　

令
和
元
年
12
月
議
会
定
例
会
で
付

し
た
「
審
査
意
見
」
に
対
す
る
村
の

対
応
の
報
告
で
す
。

（
２
月
27
日
本
会
議

　
　
　
　
　

「
諸
般
の
報
告
」
よ
り
）

　
　
　
　

競
技
ス
キ
ー
人
口
の
減
少

と
と
も
に
、
公
共
施
設
の
在
り

方
を
検
討
す
べ
き
時
期
が
き
て

い
る
。
広
域
的
に
維
持
で
き
る

体
制
を
整
え
、
適
正
な
費
用
負

担
を
検
討
さ
れ
た
い
。

　
　
　
　

広
域
的
な
維
持
体
制
に
つ

い
て
は
、
近
隣
市
村
で
協
議
を

し
た
経
過
が
あ
る
。

　
　
　

ジ
ャ
ン
プ
競
技
場
、
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
競
技
場
は
、
全
日

本
ス
キ
ー
連
盟
の
公
認
施
設
で

も
あ
る
た
め
、
今
後
は
、
長
野

県
ス
キ
ー
連
盟
等
関
係
機
関
も

参
画
い
た
だ
き
、
再
度
の
協
議

を
し
て
い
く
。

　
　
　

施
設
利
用
料
の
見
直
し
等
も

行
い
、
維
持
管
理
経
費
の
削
減

に
努
め
る
。

予
算
決
算
常
任
委
員
会

意
見

対
応

「
12
月
議
会
の
審
査
意
見
」

に
対
す
る
村
の
対
応

（
趣
旨
抜
粋
）

総
務
民
生
文
教
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　
　

消
費
税
等
改
正
事
案
が
発

生
し
た
時
は
漏
れ
の
な
い
よ
う

に
対
応
さ
れ
た
い
。

　
　
　
　

消
費
税
等
が
改
正
さ
れ
た

場
合
に
は
、遅
滞
な
く
対
応
す
る
。

　
　
　
　

第
３
セ
ク
タ
ー
を
介
し
、
村

政
運
営
を
図
ら
れ
て
い
る
が
、
自

助
努
力
を
促
し
、
安
易
に
村
負
担

と
な
ら
な
い
方
策
や
支
援
の
ル
ー

ル
を
確
定
さ
れ
た
い
。

　
　
　
　

第
３
セ
ク
タ
ー
の
木
島
平
観

光
（
株
）
が
観
光
所
管
施
設
を
指

定
管
理
者
と
し
て
管
理
運
営
を
し

て
お
り
、
厳
し
い
観
光
情
勢
の
中

で
努
力
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
　
　

施
設
や
設
備
等
の
老
朽
化
が

進
む
中
、
観
光
振
興
と
観
光
施

設
の
適
切
な
管
理
運
営
は
重
要
。

　
　
　

行
政
負
担
や
指
定
管
理
者
へ

の
支
援
は
引
続
き
検
討
を
進
め
、

負
担
や
支
援
内
容
が
村
民
に
理

解
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
た
い
。

　
　
　
　

災
害
が
頻
発
し
て
い
る
。
多

く
の
自
治
体
と
災
害
協
定
を
結
び
、

相
互
援
助
の
体
制
を
整
え
て
い
る

が
、
再
度
内
容
を
検
討
さ
れ
、
運

用
の
方
法
も
確
認
さ
れ
た
い
。

　
　
　
　

想
定
を
超
え
た
災
害
が
頻
発

し
て
い
る
現
状
の
中
で
、
種
類
や

規
模
に
合
っ
た
災
害
協
定
と
な
る

よ
う
、
再
度
内
容
や
運
用
を
検
討

し
て
い
く
。

　
　
　
　

次
期
議
会
ま
で
観
光
振
興

局
の
運
営
に
成
果
が
見
ら
れ
な

い
場
合
は
、
支
援
の
あ
り
方
を

検
討
さ
れ
た
い
。

　
　
　
　

観
光
振
興
局
は
、
地
域
づ

く
り
の
面
で
も
事
業
展
開
を
進

め
て
い
る
が
、
村
職
員
が
事
務

局
を
兼
ね
、
実
質
的
に
活
動
体

制
が
整
っ
て
い
る
と
は
言
え
な

い
。

　
　
　

現
在
、
来
年
度
の
新
た
な
事

業
展
開
に
向
け
て
検
討
を
行
っ

て
い
る
。
設
立
の
目
的
が
果
た

せ
る
よ
う
、
財
政
的
、
体
制
的

な
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

意
見
２

対
応
２

意
見
３

対
応
３

意
見
１

対
応
１

意
見

対
応
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　育成会連絡協議会総会

（若者センター）

　分館長・体育部長会
（若者センター）

　社会人権同和教育専門指導
）ータンセ者若（ 　　　会員委　

　雪ん子人権子ども会運営委
　員会　　　　 （農村交流館）
　人権センター運営委員会

　（農村交流館）

４月

８日（金）
　玉滝不動俳句大会

（若者センター）

　せっこ塾① 開講式・村長講話
（役場）

　村長杯ゲートボール大会
（中央グラウンド）

　村民スポーツフェスティバル
）館流交村農（ 　　　会選抽　

　高校野球木島平トーナメント戦
（中央グラウンド）

５月

こよみ

」
体
団
係
関
育
教
会
社
「度
年
２
和
令

介
紹
ご
の
体
団
定
認

　

定
認
て
し
と
」
体
団
係
関
育
教
会
社
「
は
で
村
、
を
体
団
す
た
満
を
件
要
の
定
一
、
り

。
す
ま
い
て
し

　

、
は
動
活
の
体
団
係
関
育
教
会
社
る
い
で
ん
組
り
取
と
き
生
き
生、
で
中
の
動
活
館
民
公

。
す
ま
い
て
れ
さ
待
期
て
し
と
役
進
推
な
き
大

　

供
提
報
情
で
等
報
館
民
公
、
後
今
。
す
で
り
お
と
の
次
は
体
団
定
認
の
初
当
度
年
今

。
す
ま
き
い
て
し
援
支
う
よ
る
れ
わ
行
が
動
活
な
発
活
り
よ
、
ら
が
な
め
進
を

　

。
い
さ
だ
く
せ
合
問
お
に
館
流
交
村
農、
は
方
い
た
り
知
を
容
内
動
活
い
し
詳
の
体
団
各

。
す
ま
し
致
を
ぎ
次
取
の
へ
方
の
表
代
て
じ
応
に
要
必
、
り
た
し
せ
ら
知
お
を
況
状
動
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

係
習
学
涯
生

　

９
６
２
０
☎

－

２
８

－

１
４
０
２

】
象
対
生
学
中
小
【野　

球

　

団
球
野
年
少
平
島
木

　

ブ
ラ
ク
球
野
式
軟
平
島
木

　　

ガ
ン
ジ
Ｃ
Ｆ
Ｍ

　

ン
ト
ン
ミ
ド
バ

　

ブ
ラ
ク
ン
ト
ン
ミ
ド
バ
平
島
木

卓　

球　

※
部
球
卓
協
体
平
島
木

剣　

道　

室
教
道
剣
平
島
木

道
手
空

　

道
手
空

  

会
空
真

陸　

上　

※
部
上
陸
協
体

ス
ン
ダ

　

Ｕ
Ｍ
・
Ｕ
Ｚ
・
Ｉ
Ｒ

　

ｓ
ｔ
ｒ
ａ
ｅ
Ｈ
☆
ｔ
ａ
ｅ
Ｂ

】
象
対
）
人
成
（
般
一
【野　

球　

ブ
ラ
ク
球
野
涯
生
平
島
木

　
　
　
　

ブ
ラ
ク
州
信
北

　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
員
委
行
実

　　

Ｄ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｎ
Ｕ
・
Ｃ
Ｆ

　

 

欅

　　

野
　
球

卓
　
球

ン
ト
ン
ミ
ド
バ

ス
ン
ダ

道
手
空 剣
　
道

陸
　
上

野
　
球

本とふれあいの会

木島平村囲碁同好会

（和）卓球交流会〈冬季活動〉

印
※）
注
（

･･･
体
団
る
す
動
活
に
共
が）
人
成
（般
一
と
生
学
中
小

　
　

）
和
（

･･･
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きじま平再発見 ～木島平検定に挑戦しよう～ No.10
木島平
検 ！定

和栗の長光寺の大イチョウは、幹の下の方より上の方が太くなっていますが、これについ
ての伝説があります。それは、次のどれでしょう。

（① 昔、偉い人がイチョウの枝を逆さに挿したから　② 矢が飛んできて刺さったから
　　 　③ 自然にそうなったから　  ④ 種を多めに蒔

ま

いたから）

（※解答は、38 ページにあります。）

中島の水穂神社は算額で有名ですが、この算額を含めて村内には何面の算額
があるでしょうか。
　　　　（① ２面  ② ４面  ③ ６面  ④ ８面）

　活動中のケガ等はもちろん、家を出てから戻るまで間の事故にも対応しています。また、誤って仲間
の物品を壊してしまったり、施設のガラスを割ってしまった場合などにも補償されます。
◆加入対象：スポーツ・文化・ボランティア活動や地域活動をする４人以上の団体やグループ
◆対象期間：加入した翌日から令和３年３月31日まで
◆年間掛金：800円～1,850円（活動内容や加入される方の年齢によって異なります）
◆補償内容：ケガによる通院・入院・後遺障害等及び物品等の損壊・相手にケガをさせた場合
※補償金額等詳細が記載された案内・申込書は農村交流館にありますので、お問合せください。

生涯学習係　☎0269-82-2041

スポーツ安全保険加入のおススメ
･･･「安心」を始めから終わりまで

遠きより見栄えあるかな大イチョウ

誇れるは湖龍湖浪の和算額

ス
ン
ダ
・
り
踊

　　

会
存
保
り
踊
す
ら
か

絵　

画　

ブ
ラ
ク
彩
水

花
し
押

　

彩

会
の

書　

道　

会
の
筆
館
民
公

囲　

碁　

会
好
同
碁
囲
村
平
島
木

麻　

雀　

俳　

句　

句
俳
　

河　

部
支
曲
千

手　

芸　

会
の
事
仕
手）
和
（

茶　

道　

ブ
ラ
ク
道
茶

演　

劇　

杜
の
太
う
ふ
術
芸
民
農

読　

書　

会
む
読
を
典
古

学
科
然
自

　

校
学
然
自
平
島
木

料　

理

　

会
の
理
料
節
季）
和
（

　　

楽
て
育
子

　

え
い
の
も
ど
こ

　

ブ
ラ
ク
こ
に
こ
に

　

ブ
ラ
ク
く
わ
く
わ

　
憲　

法　

会
の
条
９
平
島
木せ

か
聞
み
読

　

会
の
い
あ
れ
ふ
と
本

ガ
ヨ
い
笑

　

は
・
は
・
は

　
　
　
　
　

会
の
ら
び
花

花
し
押書

　
道

囲
　
碁

麻
　
雀

俳
　
句
　

手
　
芸

茶
　
道て

育
子

学
科
然
自 絵

　
画

ス
ン
ダ
・
り
踊演

　
劇

読
　
書

料
　
理

憲
　
法

せ
か
聞
み
読

ガ
ヨ
い
笑

”
“

ス
ニ
テ

　

ブ
ラ
ク
ス
ニ
テ
式
硬

　　

会
ス
ル
グ
ン
シ
球
庭
式
硬

　

会
協
ス
ニ
テ
ト
フ
ソ
村
平
島
木

　

ブ
ラ
ク
ス
ニ
テ
ニ
ミ

　

Ｏ
Ｍ
Ｔ

　

※
会
好
同
ス
ニ
テ
ニ
ミ
鴨
北

弓　

道　

ブ
ラ
ク
道
弓
平
島
木

　

盟
連
Ｂ
Ｇ
平
島
木

　

体
団
係
関
化
文
●

】
象
対
生
学
中
小
【

道
書

　
　

茜
会

】
象
対
）
人
成
（
般
一
【

奏
演
器
楽

　　

村
平
島
木

二
胡

会
の

　

隊
げ
上
り
盛
で
楽
音
を
平
島
木

　　

ル
ブ
ン
サ
ン
ア
ナ
リ
カ
コ
野
き
ゆ
み

　

会
ら
く
さ
流
交
楽
音

　

団
唱
合
平
島
木

　

会
う
歌
を
歌
唱
と
謡
童

  

回
む
し
楽
を
謡
民）
和
（ 弓

　
道 ス

ニ
テ書

　
道

奏
演
器
楽

芸
工
紙
和
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座
講
３
、
て
し
と
座
講
の
味
趣
い
あ

。
す
ま
し
集
募
を
者
講
受
の◆

室
教
画
墨
水

）
日
曜
月
（

　
　
　
　
　

師
講
　

越
吉

窿
師

ん
さ

◆

室
教
紙
手
絵

）
日
曜
火
（

　
　
　
　
　

師
講
　

ん
さ
子
洋
藤
佐

◆

室
教
字
習

　

）
日
曜
木
（

　
　
　
　
　

師
講
　

ん
さ
雄
静
桐
片

》
時
日
《

年
に
も
と
室
教
各

14
回

》
所
場
《

館
流
交
村
農

　

字
習
・
画
墨
水

 

）
階
２
（室
修
研
４
第

　

紙
手
絵

　

）
階
１
（ジ
ン
ウ
ラ

》
料
講
受
《

料
無

】
み
込
申
【　

権
人
、
に
で
ま
）
金
（
日
８
月
５

。
い
さ
だ
く
み
込
し
申
お
へ
室
進
推

９
６
２
０
☎

－

２
８

－
１
４
０
２

　

せ
併
と
習
講
、
は
様
皆
の
者
講
受

ス
バ
（」
室
教
科
会
社
の
人
大
「、
て

修
研
の
等
）
修
研
察
視
地
現
る
よ
に

。
す
ま
き
で
が
と
こ
る
す
加
参
も
に
会

編
答
解

　①　昔、偉い人がイチョウの枝を逆さに挿したから
　　　･･･秋葉三尺坊という偉いお坊さんが、飯山の神戸の大イチョウの枝を杖として持ち帰りました。そして、
　　　　  戻ってきてここの地面に挿したものが、ここまで大きくなったという伝説です。

④　８面･･･この村の規模でこれだけの数の算額があることは、全国でも珍しいと言われています。

内
案
ご
の
」
座
講
の
味
趣
い
あ
れ
ふ
「

　

な
た
新
で
野
分
な
々
様
、
回
１
月
毎

で
が
び
学
た
し
く
わ
く
わ
、
と
見
発

て
し
ざ
め
を
設
開
座
講
な
う
よ
る
き

。
す
ま
い

　

分
る
わ
関
に
然
自
や
史
歴
も
年
今

画
企
を
習
学
の
で
等
術
芸
化
文
、
り

後
の
回
各
、
た
ま
。
す
で
定
予
る
す

リ
を
身
心
、
い
行
に
互
交
を
動
運
軽

　

す
ま
い
て
し
と
」
級
学
ア
ニ
シ
「

の
ん
せ
ま
い
て
し
定
限
を
代
世
、
が

く
加
参
ご
に
軽
気
お
も
で
た
な
ど
で

。
い
さ
だ

　　

と
号
月
５
報
広
、
は
容
内
い
し
詳

ン
レ
カ
習
学
涯
生
る
す
付
配
に
緒
一

み
込
申
。
す
で
り
お
と
の
次
は
回
１

持
ご
み
の
具
用
記
筆
。
す
で
要
不
は

。
い
さ
だ
く
参【

日
期

月
５
】

）
水
（
日

【

間
時

【

所
場

場
役
】

　

室
議
会
１
第

【

容
内

舎
庁
新
と
話
の
長
村
䑓
日
】

　

農
、
で
の
す
ま
き
で
も
加
参
時
随

。
い
さ
だ
く
せ
合
問
お
に
館
流
交
村

９
６
２
０
☎
館
民
公

－

２
８

－

１
４
０
２

　
　
　
　

せ
ら
知
お
の
集
募
生
講
受

も
で
つ
い
、
は
で
室
進
推
権
人
★

。
す
ま
い
て
し
け
受
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ふるってご参加ください！
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土器の見学（県立歴史館にて）
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おすすめの一冊
ふまんがあります

　「わたしはいまおこっている」という所から始まるこの絵本。普段お父さん
お母さんから言われている事に対して不満の爆発です。
　大人は色々とズルい。「わたし」は、ちゃんともんくを言ってやめてもらお
うと思いました。「どうしておとなはよるおそくまでおきているのに、こども
だけ、はやく、ねなくちゃいけないの？」「どうしておとうとがわるいのに、
わたしばかりおこられるの？」「どうしてパパは、じぶんがほしいものはすぐ
かうのに、わたしのほしいものは、かってくれないの？」「どうしておとなだ
からって、ウインナー２ほんもたべていいの？」
　「どうして」と、沢山の不満をぶつけ、最後はパパも自分が子どもの頃を思い出し、「パパもこども
だったからよくわかる」と 2人で話し合いをし、反対に「こどもだってズルいことあるよね」と子
どもに聞き始めます。何とも楽しいやりとりで、笑ってしまいます。一度読んで見て下さい。

図書館だより

作者：ヨシタケシンスケ

☆新着図書☆

☆児童図書☆
いちご（荒井真紀）　さくらがさくと（とうごうなりさ）　おやすみなおちゃん（安江リエ・垂石眞子）
きっとあえる（鎌田暢子）　いたずらのすきなけんちくか（安藤忠雄・はたこうしろう）

※「おはなしひろば」は、第４

おひさま保育園　園長　近藤　明美

鐘を鳴らす子供たち（古内一絵）　ほどなく、お別れです それぞれの灯火（長月天音）　暗い林を抜けて（黒川創）
ポロック生命体（瀬名秀明）　楡の墓（浮穴みみ）　流人道中記 上・下（浅田次郎）　夏物語（川上未映子）
うちの父が運転をやめません（垣谷美雨）　綴る女 評伝・宮尾登美子（林真理子）　みんなの園芸店（大野八生）
黒武御神火御殿 三島屋変調百物語六之続（宮部みゆき）　認知症の人がパッと笑顔になる言葉かけ（右馬埜節子）
親が倒れたら、まず読む本（渋澤和世）　棉（森和彦ほか）　持続可能な地域のつくり方（筧裕介）　
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掲示板

が
年
今

！
す
で
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最

※図書館の開館時間は、平日9：00～17：45、土・日・祝日は8：30～17：15となっています。
また、休館日は、祝日の有無にかかわらず月曜日です。
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わやか笑顔さん

宮﨑　乃のかさん
平成14年４月生まれ
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利
用
者
の
皆
さ
ん
に

「
あ
り
が
と
う
」
と
言

っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

頑
張
り
ま
す
。

この社協だよりは共同募金の配分金で発行されています。

４月から社協職員の仲間
入りをしたニューフェイス
です！！よろしくお願いい
たします。

○
４
月
１
日
付
新
し
く
職
員
に
採
用
さ

れ
ま
し
た
。

・
通
所
介
護
事
業
所　
　

宮
﨑
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か

■
事
務
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滝
沢
嘉
代
子

■
地
域
福
祉
部
長　
　
　

滝
沢
嘉
代
子

□
つ
く
し
の
家
指
定
就
労
継
続
支
援(

Ｂ
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介
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史
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援
事
業
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美
香

□
訪
問
介
護
事
業
所
（
ヘ
ル
パ
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管
理
者　
　

尾
澤　

政
子

□
通
所
介
護
事
業
所
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

　
　
　
　
　

管
理
者　
　

中
村　

晴
美

□
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
所

　
　

（
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
）

　
　
　
　
　

管
理
者　
　

騚
原
智
恵
子

令和２年度 社会福祉法人
木島平村社会福祉協議会機構図

会長　湯本　隆幸

副会長　土屋　聖史

事務局長　髙山　俊明

事務局次長　滝沢嘉代子

支部長会議
　26人

監 事
渡邉　吉基
勝山　　卓

地域福祉部（部長：滝沢事務局次長兼務）

○地域福祉係　　　   ℡ 82-4888

　　　　　　　　　　山本　章太

　

人　

事

令
和
２
年
度　

職
員
体
制

介護事業部（部長：堀内　智史）

○居宅介護支援　　   ℡ 82-4115

　管理者　　　　　　小林　美香

　介護支援専門員　　芳川　　恵

　介護支援専門員　（兼）堀内　智史

　介護支援専門員    （兼）滝沢嘉代子

　介護支援専門員　　芳川　真美

　　　　

○通所介護　　　  　℡ 82-4123

　管理者　　　　　　中村　晴美

　看護職員　　　　　芳川　成美

　看護職員　　　　　佐藤　孝子

　看護職員　　　　　日䑓　恵美

　看護職員　　　　　外山　美咲

　生活相談員　　　　高橋由佳利

　介護員　　　　　　山岸　将太

　介護員　　　　　　宮﨑乃のか

　生活相談員　　　　本山あき乃

　生活相談員　　　　山崎富美恵

　介護員　　　　　　宮島　圭子

○訪問介護　　　　　℡ 82-4888

　管理者　　　　　　尾澤　政子

　サービス提供責任者   大原真由美

　　　　

○認知症対応型通所介護　　　

　　　　　　　　　   ℡ 82-3591

　管理者　　　　　　騚原智恵子

　看護職員　　　　　本山　啓江

　生活相談員　　　　高藤　直美

　生活相談員　　　　高山　設子

　介護員　　　　　　武田　早苗

　　〃　　　　　　　日䑓　祐介

　　　　

　給食調理員　　　　浦野　美香

正規職員　　　22人
嘱託職員（局長含）12人
非常勤職員　　21人
　　計　　　　55人

評議員会　16人

理事会 10人

湯本　隆幸
土屋　聖史
山嵜　真澄
丸山　寛人
丸山　孝治
勝川けさ代
月岡　英彦
日䑓吉太郎
小林　正美
成田　裕子

正　規
嘱　託

Ｒ２. ４. １現在

ボランティアコーディネーター
生活支援コーディネーター　

　　　　　　　　　　尾澤　麻美

　　　　　　　　　　瀧澤　深幸

　係　員　　　　　　角田　恵美

○つくしの家就労継続支援

　Ｂ型事業所　　　 ℡ 82-2779

　管理者　　　　（兼）滝沢嘉代子

　サービス管理責任者　齋藤　真彦

　職業指導員　　　　佐藤富士美

　福祉活動専門員　　小林真美惠

　会　計　　　　　　佐藤　智江

いきいき広場
・ミニデイサービス

いきいき広場
・ミニデイサービス
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社協の予定 4/15 ～ 5/31

４/15㈬ 〇心配ごと相談　（電話相談のみ）

４/22㈬ 〇ふれあいランチ

５/13㈬ 〇心配ごと相談　（電話相談のみ）
〇ふれあいランチ

５/20㈬ 〇心配ごと相談　（電話相談のみ）

５/27㈬ 〇ふれあいランチ

あたたかい善意
◎ご寄付

　この他にもたくさんの方から野菜や日用品のご寄附
をいただきました。
　皆さまからのご厚意に感謝いたします。

話し相手ボランティアグループ
　　　　　　３０，３３９円

令和２年度　事業計画及び予算
　木島平村社会福祉協議会の理念である「支えあい　安心して暮らせる村　木島平」を目指し、職員一丸と
なって取り組んでまいります。

・いきいき広場の開催
・ミニデイサービスの運営
・ふれあいランチサービス（月２回）
・希望の旅事業の実施
・婚活サポート事業の実施

・生活困窮者支援（緊急食糧支援・金銭管理等）

・支部社協活動への支援

・村内小中高校における福祉教育
・多世代交流事業の実施

・ボランティアの育成と活動支援
・ボランティア講座の開催

・ふれあい広場の開催
・社会福祉大会の開催

・つくしの家指定就労継続支援（Ｂ型）事業所の運営

・居宅介護支援事業所の運営
・訪問介護事業所の運営
・通所介護事業所（一般・認知）の運営

・長野県共同募金会木島平村共同募金委員会の推進
・日赤長野県支部木島平村分区業務の推進

地域福祉事業

生活支援事業

支部活動支援

福祉人材育成事業

ボランティアセンター運営

地域福祉啓発事業

障害者福祉サービス事業

介護保険サービス事業

地域福祉関係事業

重点項目 令和2年度　一般会計予算

収入
６億5,325万円

支出６億5,325万円

会費 168万円 0.3％

その他
42,085万円

64.4％

雑入・配当
163万円

0.2％

障害福祉
サービス

2,425万円
3.7％

就労
支援事業収入

371万円
0.6％

介護保険収入
17,648万円

27.0％

事業収入 276万円 0.4％

寄付・共同募金配分　133万円　0.2％

補助金 1,140万円 1.7％

受託金等 916万円 1.4％

法人運営事業
41,659万円

63.8％

通所介護事業
12,723万円

19.5％

就労継続支援Ｂ型事業
　　　　2,536万円　3.9％

居宅介護等事業 
3,057万円 4.7％

居宅介護支援事業
2,850万円　4.4％

共同募金
配分金事業
174万円　0.3％

地域福祉推進事業
1,624万円　2.5％

ボランティア
センター活動事業
655万円　1.0％

福祉センター
運営事業
17万円　0.0％

資金貸付事業
30万円　0.0％ （デイサービス

　建設費用を含む）

（デイサービス建設に伴う
　積立金等取崩収入を含む）
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平成 29 年６月 16 日生まれ
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（大町／淳
あ つ し

史さん・さやかさん）

２歳くらいのお子さんを大募集！
ご応募されたご家庭には、DVDまたはBlue-rayDiscの
どちらか１枚と広報誌３冊をプレゼントします。
詳しくは政策情報係（内線114）までご連絡ください！

世帯と人口 ４月１日現在
（平成 27 年国勢調査に基づく推計値）

2,098（＋2） 2,238（－9） 4,336（－7）1,574（±0）

　
元
気
に
遊
ん
で
い
る
様
子
を
見
せ

て
く
れ
た
麻
衣
子
ち
ゃ
ん
。

　
ス
キ
ー
も
上
手
で
、
早
く
も
タ
ー

ン
が
で
き
る
よ
う
で
す
。
来
シ
ー
ズ

ン
も
た
く
さ
ん
滑
れ
る
と
い
い
ね
！

自然劇場

◆令和２年 ４月 15 日（毎月 1 回発行）　　◆有限会社 高錦堂印刷所

◆発行／木島平村 〒 389-2392 長野県下高井郡木島平村大字往郷 914 番地６  ☎ 0269‐82‐3111  

　木島平村公式ウェブサイト  自然劇場きじま平　http://www.vill.kijimadaira.lg.jp/

３月届出分動きの人人人人
※敬称は省略しています

こんにちは赤ちゃん

　２．29         中　村　   　  小林　舜
しゅん

　 （張  舜・エリ）
　３． ５        スキー場　    　松本　倫

ともはる

遼（好
よしのり

仙・美
み ゆ き

由紀）

    誕生日　　     地  区　　　　  　氏　　名          （父・母）

広報・村公式ウェブサイトの広告募集中

～暮らしに役立つ広告をお待ちしています～

広報きじま平、村公式ウェブサイトへ掲載する広
告を随時募集しています。
※詳しくは政策情報係までお問合せください。

ごめいふくをお祈りします

　  ３. ２         南　鴨      　小林　芳
よ し こ

子　　   （93）
　  ３. 13          稲　荷      　芳川　糸

い と こ

子　　   （88）
　  ３. 18          大　町      　山田　忠

ちゅうじ

次　　   （84）
　  ３. 18          中　島      　持田　弘

ひろみつ

光　　   （75）
　  ３. 29          中　村      　髙森　敏

と し お

夫　　   （80）
　  ３. 31          稲　荷      　佐藤　桂

けいいち

市　　   （90）

村
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今
年
の
年
明
け
、
誰
が
現
在
の
状
況
を
想
像
で
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た
で
し
ょ

う
。
世
界
中
で
急
激
に
増
加
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

者
と
死
者
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ン
デ
ミ
ッ
ク
は
単
に
病
気
と
の
戦
い
で
は
な
く
、

産
業
経
済
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医
療
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教
育
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ど
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々
な
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組
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し
、
全

て
の
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々
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と
安
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命
さ
え
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で
す
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日
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で
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緊
急
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態
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」
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
自
粛
に
よ
り
失

う
も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
影
響
を
考
慮
し
て

も
人
命
を
守
る
た
め
に
や
む
を
得
な
い
措
置
だ
と
思
い
ま
す
。

経
済
は
再
生
で
き
て
も
人
命
は
再
生
で
き
ま
せ
ん
。

　

自
粛
・
自
粛
で
経
済
も
人
の
気
持
ち
も
落
ち
込
ん
で
い
ま

す
。
い
つ
ま
で
と
見
通
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が
立
た
な
い
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と
に
不
安
を
感
じ
て

い
る
人
が
多
い
と
思
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ま
す
。
残
念
な
が
ら
い
つ
終
息
す
る
か

は
誰
に
も
分
か
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
早
く
な
る
か
遅
く
な
る
か

は
、
一
人
ひ
と
り
の
行
動
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
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染
拡
大
で
す
。
検
査
や
医
療
体

制
が
整
っ
て
い
な
い
国
、手
洗
い
な
ど
予
防
さ
え
で
き
な
い
国
、

紛
争
地
域
、
様
々
な
理
由
で
感
染
拡
大
防
止
に
取
り
組
め
な
い

国
、
日
本
で
収
ま
っ
て
も
海
外
で
感
染
が
広
が
っ
て
い
れ
ば
門

戸
を
開
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
早
く
門
戸
を
開
く
た
め
世
界

的
な
終
息
と
普
通
の
病
気
と
し
て
予
防
と
治
療
が
で
き
る
ワ

ク
チ
ン
と
特
効
薬
の
早
期
開
発
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

現
時
点
で
緊
急
事
態
宣
言
は
７
都
府
県
で
す
が
、
他
の
地
域

が
安
全
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
毎
日
、
全
国
で
感
染

者
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
な
か
、
自
己
責
任
な
ど
と

言
っ
て
自
粛
要
請
を
無
視
す
る
人
が
い
る
こ
と
は
残
念
で
す
。

自
分
が
感
染
者
と
な
る
こ
と
以
上
に
自
分
が
感
染
源
に
な
り

自
分
の
大
切
な
人
の
命
を
失
う
こ
と
を
恐
れ
て
ほ
し
い
も
の

で
す
。
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